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「サラ、そこの掃除が終わったら次はあっちをお願いできる？」

　メイド長にそう声をかけられて、窓の桟を拭いていたサラは布巾を持ったまま振り向き頷く。

「分かりました。もう少しでこちらが終わるので、すぐやります」

「お願いね。万が一埃でも残して旦那様たちに恥を掻かせるわけにはいかないもの。……それにしても、この大広間を使うのも久しぶりね。先代の旦那様が亡くなるまでは、よく使っていたものだけれど」

　メイド長は高い天井を降り仰いで、昔を懐かしむようにため息をつく。確かに、一年前に現在の当主に代替わりしてからしばらく使用されることのなかったこの大広間は、毎日掃除をしているとはいえどことなく空気が沈んでいる気がする。多くの人が出入りしていないとやはりそうなるものなのだろうか。

「あとでシャンデリアの掃除もしないといけないわね。さてと、それじゃあサラ、あとはよろしくね。私は他の所の見回りに行ってくるわ」

「はい」

　忙しそうに早足で出て行くメイド長を見送り、同じく大広間に残ったメイドたちと一緒に掃除を続ける。天井や窓、装飾品のひとつひとつから床に至るまで全てのものに隅々まで気を行き渡らせなければならないから、掃除はどれだけしても足りるものではない。わずかに付着した窓ガラスの曇りを落とそうと懸命に布巾を動かしていると、ふと近くのメイドたちの会話が耳に入った。

「メイド長も執事長もすごい気の入りようね。久しぶりのローウェル家主催の舞踏会だからということもあるんだろうけど」

「ここまで気合いを入れるってことは、やっぱりあの噂は本当なんだろうね」

「……？　あの噂ってなんですか？」

　会話が気になって、つい口を挟んでしまう。サラの母親と同じくらいの年齢の年かさのメイドふたりは、顔を見合わせると周囲を確認した後声を潜めて教えてくれる。

「おや、知らないのサラ。この舞踏会がどういうわけで開かれるかってこと」

「どういうわけ……って、近隣の領主様方や貴族の方々をお呼びして交流を深めるためじゃないんですか？」

「それは表向き。本当の目的は、当主様ご兄弟の奥方候補を見つけるためなんじゃないかって使用人たちの間じゃもっぱらの噂よ。何せおふたりとももうよい年齢でしょう。いつまでも独り身のままというわけにもいかないだろうし」

「なんでも、各地のご令嬢にたくさん招待状を送っているらしいわね。たとえば――」

　メイドたちが口にした令嬢たちの名前は、サラも耳にしたことのある社交界で有名な方たちばかりだ。

「奥方様……」

　その言葉に思わず手が止まる。現在の当主兄弟を幼い頃から知っているからあまり意識をしていなかったけれど、そういえばふたりとも確かにもうそんな年齢だ。先代当主の長男であり現在当主のヘンリーは先日二十四歳になったはずだし、次男のエドワードはサラと三歳差だから二十一歳だ。そろそろ奥方を娶ってもおかしくない。

（そうか、もうおふたりともご結婚される年齢だものね。今度の舞踏会にはたくさんのご令嬢も招待されていると伺っているけれど、どんな方が奥様になるんだろう）

　ふたりともあまり女性の噂を聞いたことがないが、一体どんな女性が好みなのだろう。いずれにせよ、ローウェル家と同等の格を持つ名家の令嬢が選ばれることは間違いないはずだ。何せ、誇り高き狼を意味するローウェルを家名に持った彼らは、古くからこの国の南部一帯を賜り統治を任されている由緒正しい一族だ。生半可な家柄の令嬢では、向けられる周囲の目も厳しいことだろう。

（ううん、でも……何よりも大切なのは、きちんとおふたりを支えてくださること。おふたりを大切にしてくださる方なら、それが何よりかな）

　この屋敷に引き取られ、メイドとして働き始めてから早九年。その間ずっと側に仕えて過ごしてきたから、一介のメイドでしかない自分が思うのはおこがましいかもしれないが、あのふたりに対しては家族のような思い入れがある。今度の舞踏会がそんな意味合いを含んでいるのならば、サラも今以上に気合いを入れて準備に勤しまなければ。

（よし……ヘンリー様とエドワード様のために頑張ろう！）

　サラは止まってしまっていた手で布巾を握り直し、先ほどよりも力強くガラスの曇りを落とすことに努めた。






　大広間の掃除を終えて廊下を歩いていると、前から誰かが歩いてくることに気付いた。相手はサラに気付くと、笑顔を浮かべ軽く手を振る。

「サラ、お疲れさま。大広間の掃除をしていたんだって？」

「エドワード様。はい、一週間後の舞踏会のためにぴかぴかに磨き上げないといけませんから」

「そうか。もう一週間か……皆、準備で忙しそうだね」

　エドワードの笑顔を見上げながらサラも微笑む。人好きのするエドワードの笑顔は初めて出会った頃から変わらない。身長こそ見上げるほどに大きくなったけれど、笑った顔には幼い頃の面影が見え隠れする。

「……そうだ。あの、エドワード様。舞踏会のことなんですが」

「舞踏会がどうかした？」

「えっと……」

　今度の舞踏会は奥方様候補を探すためのものだという噂を聞いたのですが、本当ですか。そう口に出しかけたが、慌てて口をつぐむ。さすがにストレートにそれを尋ねることははばかられて、迷った末に首を振る。

「いえ、なんでもありません。気になさらないでください」

「そこでやめられると却って気になるよ。何か気になっていたんじゃないの？」

「いえ、大丈夫です。申し訳ありません、失礼いたしました」

「ふうん。どうしても言わないつもりなんだ。それなら……こうだ！」

　悪戯っぽい笑顔と共に伸びてきた手がサラの両頬を包み、そのまま左右からぷにっと押す。不意打ちを食らって驚くサラに、エドワードは子供のように楽しげに笑った。

「はは、サラの頬は柔らかいね。小さいときのままだ」

「エドワード様！　もう、いたずらはやめてください！」

「あはは、君の顔を見てるとついからかいたくなっちゃうんだ。ごめんね、雛鳥ちゃん」

「その呼び方もやめてください。私だってもう大人の、一人前のメイドなんですから」

　エドワードの手をやんわりと遠ざけて、軽く頬を膨らませて抗議する。まったく、エドワードにとって自分はまだ昔のままの「ちっちゃい雛鳥」でしかないのだろうか。

　雛鳥という呼び名は、サラがこの屋敷に来たばかりの頃に時折エドワードが呼んでいたあだ名のようなものだ。なんでも、先ほどのように両頬を押すと唇が尖る様が雛鳥のように見えるらしい。加えて幼い頃は同じ年頃の子供たちより小柄だったことと、髪が今よりも猫っ毛でふわふわと柔らかく、色もひよこのような淡い金髪だったから雛鳥というあだ名が合っていたのだろう。とはいえ、十八歳になった今はもう人並みの身長になっているし、雛鳥のように頼りなくもないはずだ。いつまでも子供扱いされていてはあまりにも情けない。しかしそう訴えると、エドワードはなぜか眩しそうな表情をして目を伏せた。

「別に子供扱いしているわけじゃないよ。キミがもうちゃんとした女性だって分かってる。でも、そうしないと――」

「エドワード様……？」

　柔らかな声にわずかに切なげな色が混じったように思うのは気のせいだろうか。サラは戸惑いエドワードを見つめたが、再びこちらを向いた彼の瞳はもういつも通りの様子に戻っていた。

「いや、なんでもないよ。でもサラ、一人前のメイドだって言うのなら、うっかりした性格はもう少し直さないとね。メイド長から、洗い終えたばかりの洗濯物を籠ごとひっくり返してまた洗い直しになったって聞いたよ？」

「そ、それは……。……申し訳ありません」

「ふふっ、君はやっぱりまだまだ雛鳥だよ」

　ぽん、と軽く頭を撫でられて笑われてしまう。悔しいけれど、ミスをしてしまったことは確かなので反論も出来ない。

「さてと、このまま君ともっと話をしていたいけどそろそろ部屋に戻らなくちゃ。今日は仕立屋が来る予定でね、今度の舞踏会で着る服が出来たっていうから試着してみないといけないんだ。まったく、舞踏会なんて面倒だな。いつもの服じゃなくて正装をしないといけないし」

「身分の高いお客様がたくさんいらっしゃる舞踏会ですから仕方ありませんよ。でも、エドワード様の正装を拝見するのは久しぶりなので楽しみです。きっとよくお似合いでしょうね。お客様方の目も引くと思います」

　これはメイドの贔屓目ではなく、事実エドワードは整った顔立ちをしていると思う。病のため五年前に亡くなった先代の当主夫人のリリーは少女めいた顔立ちのとても美しい人だったが、息子の彼は母親によく似た優しげな風貌をしている。現在の当主である兄ヘンリーの代理としてよく街の視察に出かけるが、市民、特に女性からの人気は圧倒的だという。着ている洋服が普段着の今ですら様になっているのだから、正装などしたらどれだけの人間の注目を集めることだろう。

「はは、参ったな。あまりハードルを上げられると、期待に添えるか不安になるんだけれど」

「大丈夫です！　きっとお伽噺に出てくる王子様みたいですよ。皆さん見惚れちゃいます」

「……君も見惚れてくれる？」

「えっ」

　いたずらめいた微笑みでの問いかけ。けれどその眼差しにどこか真剣なものを感じて、サラは妙な気まずさを感じる。何気なく言った言葉だった分、そう聞き返されると困ってしまう。

「えっと、そうですね。私もですし、たくさんいらっしゃるご令嬢の方々もきっとそうです！　伺った話では、社交界の花と呼ばれるジュリエッタ様もいらっしゃるのですよね。それから、天使のような歌声だと有名なシャーロット様も舞踏会にいらっしゃると伺いました。その他にもたくさんの方がいらっしゃるようですし、きっと今度の舞踏会は華やかで賑やかなものになりますね」

　その多くの参加者の中から、エドワードやヘンリーに見初められる相手が出てくるのだろうか。しかし、サラの言葉にエドワードは少し顔をしかめてため息をつく。

「ああ……そうなんだよね。招待状を色々な場所へ送っているから、きっとたくさんの方々がいらっしゃるんだろうな」

「……？　何か困ることがあるんですか？」

　舞踏会は他地方の領主や貴族たちとの交流を密にするための大切な場だ。それに、参加者の数は今回のホストであるローウェル家の人脈を示すものでもある。それならば、ゲストは多いほどよいと思うのだが。

「いや、来て下さるのはいいんだ。ただ、兄さんは女性の相手が苦手だろう？　だから、ご令嬢方のお相手はほとんど僕が引き受けなきゃならないんだろうなあと思うと、少し気が重くてさ」

「ああ……」

　そういう意味なら納得だ。ヘンリーの顔を思い浮かべながら、サラは曖昧に頷く。さすがにここではっきり頷いてしまうのは、お仕えする主人に対して申し訳ない。

　ローウェル家現当主、ヘンリー・ローウェルは真面目な人だ。良く言えば勤勉で誠実、悪く言えば融通が利かない。彼とエドワードの父である先代の当主は陽気な性格でいつも朗らかな笑顔を浮かべていたが、ヘンリーはあまりそういった姿を見せることはない。仕事自体も、どちらかといえば人と交流をするよりも書類等の処理をする事務作業の方が好きらしい。そのため、表向き領主はヘンリーという形を取っているが、正確には兄弟ふたりで内外の仕事を手分けしているのだ。

「人と話をするのは好きなんだけれどね。兄さんにももう少し人付き合いがうまくなってもらえたら、僕も気が楽なんだけど」

「ご令嬢のお相手をするヘンリー様はあまり想像がつきませんね……。というか、あまり女性とお話している姿を見たことがない気がします。リリー様やメイド長は別として、私の知る限りではほとんどないような……」

「そうだろうね、僕も覚えがないもの。兄さん自身が遠ざけているのもあるんだろうけれど、何せあの堅物な性格だから女性の方も敬遠してしまうんだと思うよ。生真面目すぎて、傍目からは少し怖く見えるだろうし」

　エドワードはそう言って苦笑するが、彼だって女性との浮いた噂はほとんど聞かない。女性受けもいいし、好意を向けられていないわけではないのだろうから恋人のひとりやふたりいたっておかしくないのに、この年になるまでサラの知る限りでは覚えがない。もっとも、サラが知らないところで誰かいるのならばそれまでだが。

「ヘンリー様もですが、エドワード様も特定の女性との噂はないですよね。どんなタイプの方がお好みなんですか？」

「おや。サラがそんなことを聞いてくるなんて珍しいね。気になる？」

「えっ。いえその、今度の舞踏会はおふたりのお相手を探す機会の場だと聞いて……あ」

　慌てて口をつぐんだが、もう遅い。先ほど言わずにおいたというのに、これでは意味がない。

「なるほど、そういうことか。他の皆もなんだか妙に色めき立って準備に気合いが入っていると思ったよ」

「も……申し訳ありません。でも、あの……本当なんでしょうか？」

「うーん、少なくともジェイムズはそのつもりかもね。なんとなく無言の圧力を感じるし」

　執事のジェイムズは、昔から先代当主に仕え、エドワードたちが生まれた頃から一緒にいる初老の男性だ。先代当主亡き今ふたりにとっては父親代わりのような存在で、ジェイムズ自身もふたりをとても大切に思っているのが傍目にも分かる。だからこそ、そろそろよい結婚相手を見つけてローウェル家を安泰に、そしてふたりに幸せな家庭を築いてほしいというのは彼の願いなのだろう。

「ただ、僕はどうかなあ。年齢的にもそろそろ、っていうのは分からなくもないんだけど」

「そのおつもりはないんですか？」

「ない、わけではないんだけどね。……君はどう思う？」

「えっ、私……ですか？　うーん……そう、ですね。私も、やっぱりエドワード様とヘンリー様にはよいお相手を見つけていただいてお幸せになっていただければと思います。でも……」

「でも？」

「一介のメイドの身でこんなことを言うのはとても恐れ多いのですが…。実際にご結婚をなされたら、少し寂しくなるかもしれません」

「それは……どうして？」

　ふと、返ってきた声に真剣な色が混じる。それを不思議に思いながらもサラはそのまま言葉を続ける。

「それはやっぱり、おふたりのことは小さい頃から存じ上げておりますから。そんなおふたりがどなたかとご結婚されれば、感慨深いですし寂しさも感じるかなあ……と」

「ああ……そうか。そういう意味でか……」

「？」

　少しがっかりした様子のエドワードに首を傾げる。何かおかしなことを言ってしまっただろうか。

「でもまあ、サラが寂しがるのならまだまだ僕たちは結婚なんてしない方がいいのかな？」

「えっ！　だ、だめですよ。よいお相手を見つけてほしいというのは本心ですし、私なんかの意見でそんな風に思われては私がジェイムズさんに叱られてしまいます！」

「そうは言ってもね。兄さんはどうか分からないけれど、僕はこういうことはきちんと時期を図ってしたいと思っているし。それにどの道、並の令嬢じゃ心は動かされないよ。なにせ僕は理想が高いからね」

　いささか尊大な言い方だが、なんだか納得できてしまうのがすごいところだ。そこまで言うほどの理想とは一体どんなものなのか気になって尋ねれば、意味深な笑顔と共に予想外の言葉が返ってきた。

「僕の理想の女性は、気が優しくて穏やかで、いつも傍で微笑んでくれているような人だよ。気はあまり強くない方がいいな。それに、華美な人じゃなくて素朴でほっとできる人がいい」

「えっ、それだけですか？　おっしゃるほど高い理想とは思えませんよ。エドワード様なら理想に合った良い方がすぐ見つかりそうですし、その条件なら今度いらっしゃるお嬢様方の中にも当てはまる方がたくさんいそうですけれど」

「それがなかなか難しいんだ。そもそも、僕はもう心に決めてしまっている人がいるからね」

「え!?」

　それこそ初耳だ。目を見開いたサラに、エドワードはくすりと笑みを深めて身を屈める。そしてサラの耳元に顔を寄せると、内緒話でもするように声を潜めた。

「このことは他の誰にも言ったことがないことだからね、秘密にしておいて」

「は、はい。でも、いつのまにそんなお方を……」

「知りたい？　なら、君にだけは教えてあげようか。それはね……」

　耳に吐息が当たってくすぐったい。エドワードの次の言葉を待って息を呑んだとき、廊下の向こうからばたばたと足音が聞こえてきた。途端、エドワードはすっと体を起こし小さくため息をつく。その間にも足音はどんどんこちらに近付いてくる。

「エドワード様、どちらにいらっしゃいますか。エドワード様！」

　声の主はエドワード付きの使用人のようだ。昔からエドワードに仕える性格の良い男で、元々ふくよかな体つきをしていたが、ここ最近は一層膨らみを増している。重たげな体を懸命に揺らし足早に廊下を進んできた彼は、エドワードの姿を見つけてほっとした表情を見せる。

「ああ、こんなところにいらっしゃったんですね！　もう仕立屋が部屋で待っていますよ」

「おっと、そうだった。ごめん、すぐに行くよ」

「お願いします。あれ？　サラもここにいたのか。ついさっきヘンリー様がお帰りになられたよ。お前さんを探していたようだったから、早く行った方がいい」

「えっ！　分かりました、ありがとうございます。それではエドワード様、失礼いたします」

「うん。また後でね」

　緩やかに手を振るエドワードにぺこりと頭を下げて、サラは足早に玄関ロビーに向かう。行った先にはヘンリーの姿がまだあって他の使用人と何やら話をしていたが、やってきたサラに気付いて視線が向いた。軽く上がってしまった息を整えて、姿勢を正して頭を下げる。メイドたるもの、主人の前ではいかなるときも礼儀正しくいなくては。

「お帰りなさいませ」

「ああ、今戻った。……すまない、何か仕事中だったか？　急がせてしまったようだな。息が上がっている」

「あ、い、いえっ。大丈夫です、お気遣いありがとうございます。ところで、私をお探しだったと伺ったのですが……」

　ふと、そこでヘンリーの陰に誰かが立っていることに気付いて言葉を止める。小柄ですっぽりとヘンリーの体に隠れてしまっていたから気付くのが遅れてしまったが、どうやら少女のようだ。サラより二、三歳年下くらいか、肩を少し超える程度の赤毛を左右できつく三つ編みに編んでいる。格好からしてあまり裕福な家の娘ではないことはすぐに伝わってきた。どことなく薄汚れた姿はこの屋敷内にはいささか不釣り合いで、本人もそれが分かっているのか小さな荷物をぎゅうっと胸に抱え込みながら居心地悪げに視線をさまよわせている。

「彼女はジェインだ。少し事情があって、うちで雇うことになった。この屋敷の中では君がいちばん年が近いだろう。色々教えてやってほしい」

「かしこまりました」

「ジェイン、彼女はサラ。分からないことがあればサラに教えてもらってくれ」

「わ、分かりました。その、よろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　にこりと微笑みを向けたが、ジェインは落ち着かない様子で視線を伏せてしまった。怯えさせてしまっただろうかと申し訳なく思っていると、ヘンリーは側に控えていた別のメイドにジェインを引き渡す。

「すまないが、屋敷内を案内してやってくれ。彼女の制服の準備も頼む」

「かしこまりました。いらっしゃい、ジェイン」

「はい……」

　ジェインはおどおどとした態度のまま、おとなしくメイドの後を付いていった。それを見送り、ヘンリーの視線がサラに向き直る。

「サラ。この後執務室で仕事をするから、お茶を持ってきてくれないか」

「はい、すぐにお持ちします」

　ヘンリーを見送り、急いでキッチンでお茶の準備を整える。ティーセットや茶葉、熱湯を載せたカートを押してヘンリーの執務室に向かいながら、サラはふたりのことを考える。

　兄弟でも、彼らの印象は随分と違う。母親似で優しげな印象のエドワードに対して、先代当主によく似た顔立ちのヘンリーは少しぶっきらぼうで厳しげだ。とりわけ、新しい当主となってからは取っ付き辛い性格になったように思う。でもそれは経験の浅い当主として侮られないための彼なりの対処法で、以前からの彼を知る人間は彼が本当は愛情深く優しい人であることを知っている。

　ヘンリーの執務室の前に着き、ドアをノックする。応答を確認して部屋に入ると、ヘンリーは机に向かい既に仕事をしていた。紅茶を淹れて執務机の邪魔にならない場所にそっとカップを置くと、ヘンリーが手を動かしたままサラを見上げる。

「ああ、ありがとう」

「お忙しそうですね。日中は領内を回られてお部屋ではこうしてお仕事をなさっているのでは、休むお時間もないのではありませんか？」

「ん？　ああ……まあ、多少は休憩も取っているから心配ない。それに、休んでいては仕事が終わらなくなってしまうからな」

「ですが……」

　本人が大丈夫と言ってはいても、やはり心配なものは心配だ。差し出がましいとは思うが、もう少し休んでほしい。そんな思いが表情に表れてしまったのか、ヘンリーはわずかに苦笑してペンを置いた。

「……しかし、そうだな。せっかく淹れてくれたお茶を冷ましてしまうのはもったいない。少し休憩するとしよう」

「はい」

　笑顔で返事をして、ヘンリーが紅茶を飲むのを見つめる。サラがここに来たばかりの頃は確か蜂蜜やミルクを加えていたが、ヘンリーはいつのまにか入れなくなっていた。懐かしさに思わず微笑みを浮かべてしまったが、ヘンリーに不思議そうに見つめられて慌てて表情を引き締める。

「どうかしたのか？」

「い、いえ。ところで、街へ行っていらしたんですよね。様子はいかがでしたか？」

「ああ、特に問題もなく穏やかだった。今年は作物の出来もいいらしくてみんなほっとした様子だったな。……そうだ、ミアを見かけた。声を掛けたら、君は元気でやっているかと聞かれたよ」

「ミアに？　そうでしたか」

　友人の名前を聞いて、思わず顔がほころぶ。サラが街にいた頃に二軒隣の家に住んでいた彼女は、同い年ということもあり仲の良い友人だった。屋敷にメイドとして住み込むようになってからも時折手紙のやり取りをしたり休暇を利用して会ったりと、交流は続いている。

「元気にしていると言ったら嬉しそうにしていた。最近は会っていないのか？」

「そうですね……手紙はこの前送りましたけど、直接会ったのは数か月前です。ああ、そういえば彼女、今度結婚するそうです。鍛冶屋の息子さんのところにお嫁に行くって手紙に書いてありました」

「そうか。なら、何か祝いのものを用意してやらなければいけないな」

「ありがとうございます、きっと喜びます。実は私も、今レースのストールを編んでいるんです。出来るまでもう少しかかりそうですけど、喜んでもらえればいいなって。……それにしても、彼女ももうお嫁に行く歳なんですねえ。そうですよね、同じくらいの年の子の中にはもう結婚している子もたくさんいますし」

　思わずしみじみと言ってしまって、慌てて口をつぐむ。ミアと同い年の自分がこんなことを言っては、何か含みがあるように取られかねない。案の定、サラの言葉を聞いたヘンリーはお茶を飲む手を止めると少しの沈黙の後、口を開いた。

「……やっぱり、サラもそういうことが気になるか？」

「い、いえ。私はまだそんなことは考えられないというか、仕事に精一杯で。それに、そもそも私をお嫁にもらってくれる相手もまだいませんし」

「……。……君に誰か結婚したい相手が出来て、仕事を辞めたくなったら。その時は遠慮なく言うといい」

「えっ」

「もし君がおかしな遠慮でもしてこの屋敷に留まらなければいけないと思っているのなら、それは俺の本意じゃない。もちろん、亡くなった父や母も同じことを思っていたはずだろう。君にはいつでもこの屋敷を出て自由に生きる権利がある」

　どこか突き放すようにも感じる物言いに不安になって、サラは慌てて首を振る。

「い、いえ。私はこのお屋敷にいたいです！　ご恩を感じているのはもちろんですし、感謝もしています。でも、それとは別に自分の意思でこのお屋敷で働かせていただきたいと思っているんです。このお屋敷は私の居場所だと思っているので。……その、もちろん、ヘンリー様がこれからも変わらずに雇ってくださるのなら、ですけど」

　先ほどエドワードにも指摘された通り、メイドとしてはまだまだ半人前だ。最初に比べればもちろん慣れたし人並みの仕事は出来るようになったと思うけれど、小さなミスをしてしまうのも確かで。こんな使えないメイドはもういらないとヘンリーが思えば、どんなに自分がここで働き続けることを望んでもそれは叶わぬ願いだろう。恐る恐るヘンリーを見れば、彼は瞳を瞬かせた後小さく微笑みを浮かべた。

「安心していい。君がそう思っているのならこちらは辞めてもらうつもりはない」

「よ、よかったです……」

　ひとまずは勤め続けていられそうだ。ほっと胸を撫で下ろしたところで、サラはふとジェインのことを思い出す。

「ヘンリー様、先ほどのジェインですがどういった経緯でこちらに？」

「ああ。今日街でたまたま彼女を見かけてな。見覚えのない顔だったから気になって周辺の人間に聞いたら、半年ほど前に母子でふらりとどこかからやって来たらしい。最初は言葉のなまりが強くて何を話しているのかもあまり聞き取れなかったというから、遠方の出身なのかもしれないな。街の片隅で細々と暮らしていたようなんだが、知らない内に母親が行方をくらましてしまったようで彼女だけが残されたそうだ。頼れる親類もいないし、彼女ひとりで暮らしていくにはいささか心配だと周囲も気にしていたようでな」

「それでお屋敷に……。確かに、ここなら安心ですね」

「移り住んできた者とはいえ、領内にいる以上ローウェルの民だ。領民を守るのは領主の務めだろう。それに……」

「それに？」

「心細げな顔を見ていたら、初めて屋敷にやってきたときの君を思い出してな。放っておけなくなった」

「ヘンリー様……」

　やっぱり優しい人だ。成長して、もう甘い紅茶を求めなくなっても。以前のような笑顔を見せてはくれなくなっても。それでも、そんなところはちっとも変わっていなかった。
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　サラがこの屋敷に引き取られたのは九歳の頃。もう九年も前のことだ。それまでは街で両親と三人、穏やかに暮らしていた。菓子職人をしていた父と、店を切り盛りする母。両親はとても優しい人たちだった。毎日甘い菓子の香りと柔らかな愛情にくるまれて幸せな日々を送っていた。物心ついたときから幸せが傍にあるのは当たり前で、明日も明後日も一年後もずっとそれが続くのだと疑ったこともなかった。――でも、ある冬の日の明け方。冷たく強い風が一晩中窓を揺らしていたその日、ごくありふれたささやかな幸せは不意に何の前触れもなく崩れ去った。

　家の外の騒がしい物音に目を覚まして、眠い目をこすりながらカーテンを開いた途端に血の気が引いた。まだ日の昇っていない空が、何故か夕焼けのように赤く染まっている。慌てて外に飛び出すと、夜明け前だというのに屋外には既に多くの人が忙しなく行き来していた。泣き声、怒鳴り声。耳に入ってくる要領を得ない話たちをつなぎ合わせてようやく分かったのは、街の一角で火事が起きたということだった。

「ちくしょう、風が強くてどんどん広がってきやがる！」

「おい、まだ消火できないのか！　このままじゃ街全体に広がっちまうぞ！　火元はどこだ!?」

「東区の商店通りだ！　今必死でやってる！　お前も騒いでないでさっさと手伝いに来い！」

　東区の商店通り。そこはサラの家の菓子店がある通りだ。両親はいつも、明け方には仕込みのために店に行っている。それなら、両親は今――。

「……っお父さん、お母さん！」

　もつれそうになる足を必死に動かして店へ向かう。大丈夫だ、きっと大丈夫。たとえ店に何かあっても、両親だけはきっと――。

　少しずつ近付くごとに、炎の熱が風に乗って届いてくる。空を舐める紅は小さくなるどころか大きくなるばかりでサラは泣きながら足を進めた。しかし、ようやく着いた商店通りはもうサラの知っている場所ではなくなっていた。赤く染まる空と、延焼する店舗たち。その中には自分の家の店もあった。

（お父さんとお母さんはどこ……!?）

　周囲を見回しながら、燃える店を目指して走り出す。けれど、数歩も行かない内に後ろから強く腕を掴まれた。

「サラちゃん！　だめだよ、どこ行くんだい！」

　聞き覚えのある声に振り向けば、隣の店のおばさんが立っていた。いつも朗らかな顔はすすに汚れて青ざめ、後ろで縛った髪がほつれて頬に落ちている。

「おばさん……！　わ、私のお父さんとお母さんを知りませんか。お店にいたはずなの。見てませんか？」

「え？　いや、見てないね……。ごめんよ、あたしも自分が逃げるのに精一杯で」

「そうですか……ありがとうございます。自分で探してみます」

「探すって、今向こうへは行っちゃだめだよ。まだ火を消してる最中だし、燃えたものが上から落ちてくるかもしれない」

「でも……」

「火が落ち着いたらあたしも一緒に探してあげる。だから、今はあたしと一緒にいなさい。あんたが怪我でもしたら、あたしはふたりに合わせる顔がないよ」

「……」

　実際、通りの中はまだ入れる状況ではなかった。心配ではあったもののどうすることも出来ず、サラは拳を握って頷いた。

　――結局、火が消えたのは日が昇りきった後で。幸い東区内のみで火の手は抑えられたが、商店通りはほとんどの店舗が燃え落ち壊滅的な状態だった。周囲が明るくなっても両親の姿を見つけることは出来ず、ふたりが見つけられたのはそれから更に数時間後――焼けた店の中でだった。両親は店の奥で折り重なるように亡くなっていて、生前の姿を残したまま息絶えていたのがせめてもの慰めだった。

　たった一晩。昨夜サラが眠る前に優しく頭を撫でキスをくれたふたりは、たったそれだけでいなくなってしまった。突然のことに泣くことも出来ず、店の前で呆然と立ち尽くしていたサラに声をかけたのは、火事の状況を確認しに街にやってきていた当時の領主――ヘンリーとエドワードの父であるアドルフ・ローウェルだった。アドルフは周囲の人間が止めるのも気にせず、サラの前に膝を突いた。そして優しい瞳でサラを見ると、そっと頭を撫でてくれた。「私と一緒にくるかい」と言ってくれた声は威厳がありながらも心地よくて、差し伸べられた手を思わず取ってしまったのは、その優しい瞳に両親に似た愛情を見たからかもしれない。同じ馬車に乗せられ着いた屋敷では美しい女性が迎えてくれた。その人はアドルフから事情を聞くとサラを見つめ、小さく頷き微笑む。その瞳にはうっすらと涙が滲み、サラを労ってくれているのだと感じられた。

　正直なところ神経が鈍麻してしまっていたのか周囲の言葉はあまり耳に入らなかったけれど、アドルフが自分を救ってくれたのだということは分かった。近隣に親類のいなかったサラは、両親以外に頼れる人はいない。近所に住む人たちも、しばらくは自分たちのことに忙しくてサラを助けている余裕はないだろう。だから、たとえどんな形であろうとも庇護のもとに置いてもらえるだけでありがたかった。

　疲れただろうとその日はそのまま休まされて、サラは屋敷内の一室を与えられた。清潔なベッドに横たわりながら、これからの自分のことを考える。

（これからは私、ひとりでがんばらなくちゃいけないんだ。お父さんは、〝はたらかざるものくうべからず〟ってよく言ってた。それなら、はたらかなくちゃ。でも、どうやって？）

　実際のところ、とりたてて体力があるわけでも特技があるわけでもないただの子供を雇ってくれる大人などそうそう見つからないだろうということはこの年でも分かった。どうにかできるのは母に教えてもらった掃除や洗濯、水汲みなどの雑用だが、それだって完璧とはいえない。

（領主さまは優しい方だって聞いたことがある。お願いしたら、このお屋敷ではたらかせてもらえないかな。もしだめだったら、私どこに行こう……）

　色々な考えが浮かんでは消えていく。何か考えているようで、実際は思考が頭の中を過ぎていくばかりだ。いつのまにか涙が流れてきたけれど、拭ってくれる人は誰もいない。

（もうお父さんもお母さんも……どこにもいないんだ）

　改めてその現実を思い知って、喉の奥から嗚咽が漏れる。ひとしきり泣いて目を瞑ると、今度は激しい睡魔が襲ってきて、サラは朝になるまで泥のように眠った。

　翌朝、様子を見に来た昨日の女性――リリーにこの屋敷で働かせてほしいと伝えると、彼女は驚いた顔をして戸惑ったように首を傾げた。

「気にしなくてもいいのよ。あなたをここに連れてきたのは働かせようとしていたわけではないの。今は心を休めることを第一にした方がいいわ」

「いえ、はたらかせてください。私、いっしょうけんめいお仕事を覚えてがんばりますから、どうかお願いします」

「サラ……分かったわ。でも無理はしてはだめよ。傷が痛むのは心も体も同じ。無理をすれば却ってひどくなってしまうものよ。辛いときはひとりで抱え込んだりせずに言ってね。あなたのご両親の代わりにはなれないでしょうけれど、あなたを守ってあげたいと思う気持ちは本当よ。だから、何かあればすぐに私たちを頼ってくれていいの。分かった？」

「……はい。ありがとうございます」

「あなたはいい子ね。そしてとても賢い子だわ。……そうだ、私の息子たちを紹介させてくれるかしら。この屋敷の中であなたにいちばん年齢が近いのはあの子たちだから、大人の中にいるよりもあの子たちと一緒の方があなたも気が楽でしょう」

　リリーの案内で中庭へ向かう。色とりどりの花が咲く手入れの行き届いた庭園の中、リリーが手で示した先にはふたりの少年がいた。東屋に座り本を読むアドルフに似た面立ちの理知的な少年と、その少年より少し身長の低い、花の絵を描くリリー似の面立ちの優しげな少年。彼らはリリーに連れられたサラの存在に気付くと、目を見開き興味深げな視線を送ってくる。

「ヘンリー、エドワード。この子はサラよ。これからこの屋敷で一緒に暮らすの。仲良くしてあげてね」

「サラ……？　この屋敷に住むの？」

「へえ、そうなんだ！　よろしくね、サラ。僕はエドワードだよ。こっちが兄さんのヘンリー。よろしくね！」

「あ……え、と……」

　差し出された手に一瞬戸惑う。だがエドワードと名乗ったリリー似の少年は快活に笑うと半ば強引にサラの手を握り握手をして離した。エドワードの振る舞いに、横で見ていたもう一人の少年は軽く眉を顰める。

「おい、エド。女の子の手を勝手に触るなよ。マナー違反だぞ」

「別にいいじゃない。それより、兄さんもちゃんと握手しなよ。せっかくこれから一緒に暮らすんだからさ！」

　エドワードに促され、ヘンリーも戸惑いつつ手を差し出す。サラは迷いながらもそっとその手を取った。






「皆様に助けていただいて、私は生きることが出来ました。ジェインもきっとヘンリー様に感謝していることと思います。ヘンリー様、ジェインを助けてくださってありがとうございます。私からもお礼申し上げます」

　深々と頭を下げたとき、ふとドアをノックする音が聞こえた。視線を向ければ、応答をするより前にドアが開きエドワードが顔を出す。

「兄さん、仕立屋が来ているよ。舞踏会の衣装の試着だって。僕はもう終わったから、次は兄さんを――って、あれ。サラ、ここにいたんだ」

「エド……。勝手にドアを開けるなと何度言ったら分かるんだ。ノックはしても、待たずに開けるんじゃ結局意味がないだろう」

「あはは、ごめんごめん。それより、仕立屋を連れてきても構わない？　それとも僕の部屋で試着する？」

「書類を積んでいるから、ここに来られると困るな。分かった、俺がお前の部屋に行く」

「そう。じゃあ、先に部屋に戻って仕立屋にそう言っておくよ」

「では、私も仕事に戻りますね」

　つい長居をしてしまった。ヘンリーが飲み終えたカップを片づけていると、ドアを閉めかけたエドワードがふと振り返り、サラに向かっていたずらっぽく片目を瞑る。

「そうだ。サラ、さっきの話の続きは後でしてあげるね」

「えっ！」

　言葉を続ける前に、エドワードはひらひらと手を振りドアを閉めた。ふたりの会話を聞き、ヘンリーが怪訝そうな顔をする。

「さっきの……？　何かあったのか」

「あ、ええとですね。その――」

　心に決めた女性がいる、というのは他の人には秘密だと言われた。それは恐らくヘンリーにもなのだろう。

「さ、さっきエドワード様に好きな女性のタイプを伺いまして。そのことじゃないかと思います」

「ふうん……。それで、エドは何と言っていたんだ」

「え？　えっと……穏やかで優しい人がいいそうです。いつも傍で微笑んでくれているような人で、気はあまり強くない方がいいと」

「……そうか」

「ヘンリー様はいかがですか？　どんなタイプの女性がいい、というのはございますか」

「俺は……。……そうだな、冷静で聡明で強気な女性がいい」

「なるほど……ヘンリー様にお似合いな感じがします！　それにしても、冷静で聡明……私とは正反対ですね」

　ついそう冗談めかして笑ったが、ヘンリーは少し眉を寄せただけで笑いはしなかった。

「正反対、か。……ああ、そうだな」

「……ヘンリー様？　あの、申し訳ありません。私、変なこと言ってしまって。お気に障りましたでしょうか」

「いや、そうじゃない。なんでもないんだ。……エドの部屋に行ってくる」

「は、はい……」

　ヘンリーが出ていき、サラもカートを押して部屋を後にする。キッチンでカートを片づけてから使用人室へ戻ると、制服を与えられたジェインが他のメイドから説明を受けているところだった。

「ああ、サラ。メイド長が、明日からあなたとジェインで組んで仕事をするようにって言ってたわよ。仕事を覚えるまで側でサポートしてやってって」

「はい、分かりました。ジェイン、慣れないことも多くて大変だと思うけど、分からないときはいつでもすぐに聞いてね」

「は、はい」

　制服を着て髪をまとめたジェインは、制服を着る前に埃や汚れを落としたのか先ほど見たときよりもいくらかこざっぱりして見えた。態度はまだおどおどとしているが、屋敷での生活や仕事に慣れればじきにそれも落ち着いてくるだろう。

（昔を思い出すな。私も最初はそうだったもの）

　着慣れぬ制服に緊張した様子のジェインを、サラは微笑ましい思いで見つめた。






　翌日から、舞踏会の準備をする傍らジェインに仕事を教える日々が始まった。ジェインは器用とは言えないが物覚えはそう悪くはないようで、仕事の筋は悪くなさそうだった。これなら数ヶ月もすればひとりで仕事が出来るようになるかもしれない。

　掃除のやり方やコツを教えながら、一階の廊下をふたりで掃除する。屋敷内をぴかぴかに清めておくのはメイドの仕事であり、誇りだ。

「私たちの大事な仕事のひとつは掃除ね。この通りお屋敷はとても広いから、掃除の手はどれだけあっても多すぎることはないの。使っていないお部屋でも、二日に一回は窓を開けて空気を入れ替えるのよ。そうしないと空気が淀んでしまうから」

「そうなんですね。でも、こんなに部屋の数が多いとそれをやるだけでも大変そう」

「そうね。でも、それが私たちのお仕事だから頑張らなくちゃ。さてと、廊下の掃除は終わったし次は玄関に行きましょう。それから階段の手すりも拭いて――あれ？」

　廊下の角を曲がったとき、玄関の方で誰かの話し声がした。来客だろうかと玄関へ向かうと、執事のジェイムズがひとりの女性と話をしていた。年齢は五十を少し過ぎた辺りだろうか。しかし流行の形のドレスをまとった体は均整が取れていて美しい。赤い唇に妖艶な笑みを浮かべた姿は、年齢を経ても艶やかな雰囲気を漂わせている。ただその微笑みはどこか空々しく、隠しきれない傲慢さを滲ませていた。

　その人には見覚えがあった。と言っても、サラはたった一度しか見かけたことはないが。見かけたのは確か一年前。落馬事故で不幸にも亡くなった先代当主の葬儀に参列していた。名前は――。

「マリアンヌ様……」

「サラさん。あの人誰です？」

「マリアンヌ様よ。先代の当主様のお姉様で、ヘンリー様たちの伯母様なの。近隣の貴族家に嫁がれていると伺っていたけれど……」

　久々に訪問しにきたのだろうか。既にアドルフたちは亡くなっているとはいえ、マリアンヌにとっては実家である。しかしながら周りを見る限り、今回お付きの使用人はいないようだ。以前来た際は数名の使用人を連れていたはずなのだが。

「久しぶりね、ジェイムズ。あの子たちの顔が見たくなって遊びに来たの。ヘンリーたちはいるかしら？　私が来たと伝えてちょうだい」

「マリアンヌ様、お久しぶりでございます。申し訳ございません、ヘンリー様はただいま執務中でございまして……。お茶の用意をいたしますので、少しお待ちいただけますでしょうか」

「まあ、この私が来ているのよ。執務より何より優先するべきは私でしょう。いいから、早く呼んできなさい」

　居丈高な声音が響き、サラの後ろでこそりとジェインが「怖い人ですね」と耳打ちする。サラも内心同意したいところではあったが、口には出さず黙っておいた。結局、苛立ちを募らせるマリアンヌに折れたジェイムズが他の使用人にヘンリーたちを呼ぶよう命じ、少しの間の後ふたりがやってきた。それまで険しい表情を浮かべていたマリアンヌは、ヘンリーとエドワードの姿を見るなり甘く表情をほころばせる。

「久しぶりね、私の可愛い甥っ子たち。元気にしていたかしら？」

「……お久しぶりです、伯母様。今日は一体どうなさったのですか？」

　華やいだ声音のマリアンヌとは対照的に、応対したヘンリーの声はひどく素っ気なかった。いつもそこまで感情を声に乗せて表現するタイプではないが、それにしても愛想がない。隣に並ぶエドワードも、いつも通りの微笑みを浮かべてはいるがどことなく空々しく見える。

（あまり歓迎してはいないのかな……？）

　傍観しているこちらがはらはらしてしまうが、マリアンヌは特に気にした様子もない。少女のように両方の手の指を胸の前で組み、楽しげにふたりを見上げて微笑む。

「どうって、久しぶりにあなたたちに会いたくなったから来たのよ。それにしても、あなたたち。ちょっと使用人たちの躾が甘いのではなくて？　私が訪ねてきたというのに、出迎えの人数が随分と少なかったわよ」

「ああ……。失礼、おいでになるとは伺っていなかったので。いらっしゃる前に連絡のひとつでも入れていただければこちらも準備をして待っていたのですが」

「あらヘンリー、私が悪いと言うの？」

「伯母様、屋敷の皆は今少し忙しいんですよ。舞踏会の準備に追われているので、ほとんどがそちらにかかりきりで。僕も兄さんも、さっきまでそれに関しての打ち合わせをしていたんです。でも、結果的に伯母様をお待たせすることになってしまいましたね。申し訳ありません」

「舞踏会？　まあ、それは素敵ね。わざわざやってきた甲斐があったわ。舞踏会はいつなの？　新しいドレスを注文して間に合うかしら」

　マリアンヌの瞳がきらりと輝く。どうやら彼女も参加するつもりらしい。遊びにやってきただけだと思ったが、この分だとしばらく滞在するようだ。

「うふふ、舞踏会に参加するのは久しぶり。準備を急がないといけないわね。ジェイムズ、急いで王都から仕立屋を呼んでちょうだい。街の人間ではだめよ、布もデザインもろくなものを扱っていないもの。やっぱり最新の流行を取り入れたドレスでなくちゃ。ああ、それにしても疲れた。少し部屋で休みたいわ。ジェイムズ、荷物を客間に運んでちょうだい。それから喉が渇いたわね。ちょっと、あなた」

「は、はいっ」

　突然視線を向けられて、思わず肩が跳ねる。

「部屋に紅茶を持ってきて。あと、何か軽くつまめる甘い物も一緒にね。疲れているの、早くしてちょうだい」

「か……かしこまりました」

　命令し慣れている者の口調だ。正直、この屋敷の中の人はあまりこうした威圧的な命令はしてこないから少し驚いてしまう。それでも仕事は仕事。頭を下げ、サラは急いでお茶の準備へと向かった。






「本当に変わらないねえ、あの方は。アドルフ様はとてもよい方だったのに、一緒に育ったはずのあの方はどうしてああも高圧的なんだろうね」

　その日の晩。使用人室で食事をしていると年かさのメイドが声を潜めてそう愚痴を吐いた。この屋敷に勤めて長いから、マリアンヌのこともよく知っているのだろう。

「あら、あの方は昔っからそうだったわよ。先々代の奥様にそっくり。あの方たちはどんなに先々代のご当主様から注意されても変わらなかったからねえ。アドルフ様がリリー様を奥方に迎えられたときはほっとしたものよ」

「使用人を物のようにしか思っていないのよね。アドルフ様たちやヘンリー様達が特別で、大抵のご貴族様はあんなものなのかしらねえ」

　同じく勤務歴の長い他のメイドも同調する。使用人しかいない室内だからということもあり、皆の口調はなかなか辛辣だ。

「何かしてもらっても当たり前みたいな顔をして、お礼なんて言ったこともないんだからさ。ねえサラ？」

「ええと……」

　確かに、命じられて紅茶と軽食を運んだときも小さく頷かれただけで礼はなかった。それどころか視界に入っていたのかどうかすら怪しい。だが、彼女はヘンリーたちの伯母である。思うところがあってもヘンリーたちのことを思うと正直に口に出すのははばかられた。

（それにしても、おふたりともマリアンヌ様をあまり歓迎していないように見えたけど。もしかして気のせいじゃないのかな……）

　昼間のことが気になって尋ねてみれば、年かさのメイドたちは納得した様子で頷く。

「ああ、そうかもねえ。元々マリアンヌ様とアドルフ様はあまり仲がよい姉弟というわけではなかったし。ローウェル家よりも位の低い家柄から嫁いでこられたリリー様をマリアンヌ様は見下しているようだったから、アドルフ様の態度が厳しかったのよね。嫁がれてからはほとんど実家に寄りつきもしなかったし、ヘンリー様たちもあまり馴染みはないんじゃないかしら」

（確かに、私がこのお屋敷に来て九年経つのに、お見かけしたのが一年前のあのときだけということは……少なくともその間は全くいらしていないということだものね）

　なるほど、ヘンリーたちのどこかよそよそしい態度にも頷けるというものだ。

「とはいえ、そんな人が舞踏会まで滞在するとなると……。はあ、何か問題でも起きなきゃいいけどねえ」

　何人かの口から漏れたため息が、重なって大きく響く。どうかこの不安が的中しないでほしいと、全員の心は同じだった。
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　マリアンヌの訪問から数日経ち、ついに舞踏会当日がやってきた。日が落ち、多くの招待客が続々と屋敷を訪れる。外は既に暗くなっているというのに、舞踏会が開かれる大広間は昼のような明るさに満ちていた。

　使用人たちの手で隅々まで磨かれた大広間は多くの花で飾られ、それ以上に美しくきらびやかに着飾った人々が楽しげにさざめいている。前方で演奏されている音楽に合わせ人々がワルツを踊る姿はとても優雅だったが、サラはといえば仕事に追われていてとてもその雰囲気を楽しめるほどの余裕はなかった。

　実際にお客様に給仕をするのは男性使用人やメイドの中でも際立って長身で見目美しい一部のメイドだけだから、サラの仕事は雑用だ。招待客にとっては目にも入らない程度の存在で、何か呼び止められるにしても精々が用事を命じられるだけのこと。ただそれでも、これだけ多くの招待客が来ているから目が回るような忙しさなのは変わりない。

　テーブルに並んだ料理やグラスに不備はないか見て回っていると、ふと華やかな令嬢たちの姿が目に入った。恐らくはサラと同じか少し下くらいの年齢だろう彼女たちは、意匠の美しい様々な色のドレスを鮮やかに身にまとい、艶のある髪を美しく結い上げている。白く細い指は先端まで美しく、水仕事や汚れ仕事などは恐らく一度もしたことがないのだろうと見て取れる。実際、彼女たちがそんな仕事をすることは生涯に渡ってほぼないのだ。適齢期真っ只中の彼女たちは、やがて良い伴侶を見つけ、どこかの屋敷で優雅な女主人として暮らすのだろう。貴族の娘として生まれた彼女たちはそれが当たり前のことだ。

　サラだってそんなことは分かりきっているから、別に彼女たちが羨ましくあるわけではない。そもそも両親はごく普通の市民階級の人々であったから、もし両親が亡くなっていなかったとしても貴族の令嬢になれるはずもない。だが、もしも両親が存命で普通の娘として街で暮らしていたならば、十八歳という年齢上、幼なじみのミアのようにそろそろ誰かちょうどいい相手と結婚でもしていたかもしれない。優しくて穏やかな人と愛を紡ぎながら、平凡な幸せを感じられていたかもしれない。

（もし、あんな火事がなくてお父さんやお母さんが生きていたら……）

　これまで何度も考えた〝もしも〟が頭をよぎる。あの日に見た、夜空を焦がす火の粉を思い出して小さく体が震えた。

（……いけない。もう起こったことはどうしたって戻らないんだから、考えたって仕方ないわ。それに、このお屋敷で働けて、不幸だと思ったことはないのに）

　それよりも仕事に集中しなければ。気を取り直して足を踏み出しかけたそのとき、ふと横から声を掛けられた。

「ああ、ちょっとあなた」

「はい」

　振り向いた先にいたのはマリアンヌだった。早馬で王都から仕立屋を呼びつけ仕上げさせた豪奢なドレスは、会場内の誰よりも目立っている。更に、彼女が少し体を動かすたびに高価そうなアクセサリーが光を映してきらきらと輝く。いつも以上に妖艶な美しさで微笑む彼女の周囲にはたくさんの貴族が集まっていて、まるで彼女がこの舞踏会を仕切る女主人のようだ。確かにこれまでの経験上、社交界のマナーには明るいのだろうし貴族の知り合いも多いのだろう。とはいえ、今日のホストは当主であるヘンリーのはずだ。それなのに、まるで自らがこの屋敷の主であるような彼女の振る舞いにサラは少しだけ違和感を覚える。

「ヘンリーとエドワードを見なかった？　トマス卿を紹介したかったのだけれど」

「いえ……。申し訳ありません、探してまいります」

「早くしてね。お忙しい方だから、お待たせしたら悪いわ」

　それだけ言って、マリアンヌは再び招待客との歓談に戻った。サラの存在など既に忘れたようだ。礼をして、足早にその場を辞す。多くの人の合間を縫いながらふたりの姿を探していると、大広間の一角に華やかな女性たちの声と共に人だかりが出来ているのが見えた。その中心にいるのはエドワードだ。周りを見回してみたが、近くにヘンリーの姿はない。

（いらっしゃるのはエドワード様だけみたい。それにしてもすごい人だかり……）

　先ほどマリアンヌの側には貴族の男性やその奥方らしき女性が多くいたが、こちらは明らかに令嬢の数が多い。どう声を掛けようか迷っていると、こちらに気付いたエドワードが軽く手を上げて答えてくれた。周囲を囲む女性たちに断って輪を抜けてくれたエドワードの背中を、女性たちがじっと見つめている。熱のこもった憧れの眼差しと、楽しい時間を邪魔した空気の読めないメイドへの叱責の眼差しが混ざり合って突き刺さる。その視線に身を縮めつつ、手短に用件を伝える。

「マリアンヌ様がお呼びです。ご紹介したい方がいらっしゃるとのことで……」

「伯母様が？　そうか、まいったな。僕もこちらで捕まっているんだけど……。でもまあ、行かないと不機嫌になるだろうし、仕方ないから行くよ。あの人は昔から難しい人だからね」

「申し訳ありません」

「サラが謝ることじゃないよ、こちらこそ手間を取らせてごめんね。さてと、それじゃあお嬢様方に一言お伝えしてくるかな」

「あ……エドワード様。ヘンリー様をご存じありませんか？　お探ししているのですが、見つからなくて」

「兄さん？　ああ、それなら多分外に出ているんじゃないかな。さっき少しふらついていたから」

「えっ、どうかされたのですか？」

　ふらついていたなんて、急に体調でも崩したのだろうか。しかし、心配そうなサラとは対照的にエドワードは「大丈夫だよ」と言って明るく笑った。

「あれは多分ただの人酔い。兄さん、人の多い場所は苦手だから。あとは、お客様に付き合って二、三口飲んだワインがまずかったのかな。ああ見えて人一倍酒に弱い人だからね」

「あ……」

　そういえば、以前たった一粒ウイスキーボンボンを食べただけで顔を赤くしていたのを思い出す。

「いいよ、とりあえず僕ひとりで行ってくる。伯母様にはうまく取り繕っておくから」

「よろしくお願いいたします。私は念のためヘンリー様を探してまいります。もしも倒れてでもいらしたら大変ですから」

「……兄さんのことが心配？」

「え？　はい、もちろんです」

「そう。……もし僕が同じようになったら、僕でも君は同じように探しに来てくれる？」

「エドワード様……？」

　人々のざわめきに消し去られそうな、小さな声での問いかけ。どうしてそんな答えの決まりきったことを問われるのか分からないまま、間髪入れず頷く。

「当然じゃないですか。もちろん探しにまいります」

「……そっか。うん、ふふ、ありがとう」

「？　では、失礼いたします」

（なんだかエドワード様、少し嬉しそうだったような。気のせいかな？）

　それはそうと、今はヘンリーを探す方が先だ。招待客の邪魔にならないよう壁側を通り、サラは足早に大広間を出た。そのまままっすぐヘンリーの部屋に向かってみたが人の気配はなく、ノックをしても応答はなかった。どうやら部屋には戻っていないらしい。となると、どこか別の場所だろうか。少し考えて、ふとある場所のことに思い至る。

（そうだ。昔よく遊んだ中庭のあずまや。あの辺りはヘンリー様のお気に入りだったはず。お忙しくて最近はすっかり足が遠のいていらっしゃるみたいだけど、もしかしたら……）

　可能性はあるかもしれない。きびすを返し、廊下を進んで中庭に出る。大広間の喧噪が嘘のように静まりかえった夜の庭を、月が仄白く照らしている。庭番が丁寧に剪定している庭園は今が盛りとばかりに薔薇が咲き誇り、甘い芳香がそこかしこに漂っていた。

（ヘンリー様、いらっしゃらないかな……）

　勝手知ったる道を進み、中庭の奥へ入る。この辺りは、幼い頃よく遊び場にしていたものだ。サラは仕事があったからそこまで長く遊んではいられなかったが、短い時間でも年の近い彼らと一緒の時間を持てるのは日々の楽しみだった。成長した今でも、こうして歩いていると子供の頃に戻ったようだ。懐かしさを感じながら歩を進めると、薔薇の小道を抜けた先にあずまやが見えた。そして、そこに。

「ヘンリー様」

　探していた人の姿を見つけて、サラはほっと表情を緩める。ベンチに座り込んだヘンリーは少しぐったりとしているようだが、幸いそこまで気分が悪そうではなかった。それでもいささか酔っていると見えて、動きはどこか緩慢だ。

「サラ……？　どうしてここに」

「マリアンヌ様がお呼びでしたので、探しにまいりました」

「ああ……そうだったか。すまない、面倒をかけた。あの人は昔からすぐに人を自分の持ち物のように使うな。君も忙しかっただろうに」

「いえ、お気になさらないでください。それが私の仕事ですから。お心遣い、感謝いたします」

　微笑んだまま小さく頭を下げると、ヘンリーは何故か少し眩しげにサラを見つめた。そして何か言いたげに唇を開くが、結局何も言わず目を伏せる。

「ヘンリー様？　どうかなさいましたか？」

「……いや、なんでもない。伯母が呼んでいるのだったな。早く行かないと、癇癪を起こされては面倒だ」

　エドワードと同じようなことを言いながらヘンリーが立ち上がる。しかし立つなりすぐにふらついたものだから、サラは慌てて体を支え再びベンチに座らせる。

「危ないですよ、もう少しこのまま休まれていてください。今酔い覚ましのお水を持ってきます」

「いや、でも早く行かなければ……」

「いけません！　体調が回復するまでもう少し休んでいないと倒れてしまいますよ」

　立ち上がろうとするヘンリーを制して眉を怒らせると、ヘンリーは二、三度瞳を瞬かせた後、柔らかく笑った。当主になってからはついぞ見ることのなくなった、子供のような屈託のない笑顔だ。

「まさか、君に怒られる日が来るとはな。昔はそこの石畳の段差で転んで泣いていた子が、随分大きくなったものだ」

「うっ。そ、それはもうずっと昔の話です！」

　この屋敷に来て少しした頃、エドワードと遊んでいる内についはしゃいで転んでしまった。そんなサラに手をさしのべて起こしてくれたのは、近くで本を読んでいたヘンリーだった。

「懐かしいな。膝をすりむいて泣く君を、このベンチに座らせて手当てしてやった」

「あ……あのときはお手数をおかけしました」

　子供の頃とはいえ、主人に手当をしてもらうなど気恥ずかしいし情けない。頬を染め視線を逸らしたサラを、ヘンリーはくすくすと笑いながら見やる。

「そうか。あのときの子供がこんなに大きくなるなんて、俺も歳を取るわけだな」

「もう、そんなにしみじみとおっしゃられるほどのお年ではないでしょうに。やっぱり酔っていらっしゃいますね。お待ちください、すぐにお水を持ってまいりますから。その後は私も大広間へ戻らないといけません。ヘンリー様も体調が落ち着かれたらお戻りになってくださいね。エドワード様がひとりでホスト役を頑張ってくださっていますよ」

「……」

　エドワードの名を出した途端、ヘンリーの笑顔が消え表情が曇った。その変化にサラが驚いていると、伸びた手がぎゅっとサラの手を掴んだ。

「……行くな。もう少しこのまま、ここにいてくれ」

「ヘンリー様？　やっぱり気分が悪いんですか。でしたら、誰か呼んできます」

「そうじゃない。サラ、君にここにいてほしいんだ。エドのところには行かないでくれ。俺の傍にこのまま――」

「きゃ……っ」

　突然手を引かれてバランスを崩す。ヘンリーに向かって危うく正面から倒れこみそうになったが、咄嗟に支えてもらえたおかげで転ぶことはなかった。それでも主人にもたれかかってしまっているこの状況は、メイドとしてよろしくない。

「申し訳ございません、ヘンリー様。今すぐどきますので……っ。……？」

　抱き留められていた体を慌てて起こそうとするが、何故か途中で動けなくなった。見れば、ヘンリーの手がサラの腕を掴んでいる。

「ヘンリー様……？」

　一体どうしたのだろうとヘンリーを見れば、同じようにこちらへ向けた視線と目が合う。酔いのせいか潤んで見える瞳は、いつものともすれば冷たいとすら思えるヘンリーのそれとは違い妙な艶やかさを持っていた。

　そんな眼差しに正面から見つめられて、視線が離せなくなる。固まってしまったサラをじっと見据え、ヘンリーはふと迷うような表情を見せて瞳を伏せる。しかしすぐにもう一度、先ほどよりも強い眼差しがサラに向いた。月の光を映しこんだその瞳は優しげでいながらも、同時に何故か獲物を狙う狼を彷彿とさせる。
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「……サラ」

　低く甘い声が名前を呼び、腕を掴んでいる手とは反対の手がゆっくりとサラの頬に伸びる。熱い、とても熱い手だった。視線が離せないままヘンリーを見つめる。熱を帯びた瞳の輝きに意識を奪われて、少しずつ距離が近付いていたことにすぐには気付けなかった。……そして。

「……ん……っ」

　ふわりと、唇に何かが触れた。柔らかなそれは少し夜気に冷えていたが、サラのそれに重なると火照ったように熱を灯す。ほんの一瞬、一秒にも満たない程度の接触。けれど、触れたのは確かにヘンリーの唇だった。それに思い至って、サラは顔を真っ赤に染めて飛び退くように距離を取る。対するヘンリーはといえば、自分からしたことだというのに驚いた様子で呆然とサラを見つめていた。腕を掴んでいた手も力が抜けている。

「あ、あの、私……しっ、失礼します！」

　考える余裕などない。慌ててきびすを返し、石畳の上を走り去る。こんなに足音を立てて移動するなどメイドとしてあるまじきことだが、今はそんなことを気にしていられなかった。そのまま逃げ続けて、廊下の角まで来た辺りでようやく足を止める。顔が熱いのは走ったからだけではない。治まるどころか熱くなるばかりの頬を押さえ、壁に背中を預けていると、突然角を曲がって誰かがやってきた。

「きゃっ！　……あ、あれ、ジェイン？　どうしたの、こんなところで」

　ジェインはまだ新入りなので、今夜は大広間での仕事には参加せず洗い場で食器洗いの仕事をしているはずだ。なのにどうしてこんな所にいるのだろう。

「サラさん。私は石鹸がなくなったのでそれを取りに。サラさんこそどうしたんですか？　まだ舞踏会の途中のはずじゃ……。それに、なんだか顔が赤いです。大丈夫ですか？」

「あ……う、うん。ありがとう、平気よ。私も、ちょっと用事が出来て抜けてきたの。もう戻るわ。……そうだ、ジェイン。申し訳ないのだけれど、ひとつお願いをしてもいい？」

　サラの頼みごとに、ジェインはきょとんと瞳を瞬かせた。






　　　＊






　――鐘の音が聞こえる。

　あれは教会で鳴らされる鎮魂のための音だ。母が亡くなったときにも鳴らされ、街中に響いていた鐘の音。……いや、違う。これはただの時刻を知らせる鐘だ。亡くなった人を慰めるためのそれではない。頭では分かっているのに、あれに似た音を聞くと体が強張ってしまう。

　母が亡くなってもう三ヶ月経った。落ち込んでいた父や弟、屋敷内の人々も少しずつ元気を取り戻し、それまでと同じ日常に戻っている。彼らの目にはヘンリーも同じように立ち直っているように見えているだろう。それでなくとも、葬儀の後に誰よりも早く立ち直り、憔悴する父を支え毅然とした態度を見せていたのはヘンリーだった。人々はそれを見て、さすが次の当主たる器だと感心したものだ。

　母の闘病が始まったのは一年前、ヘンリーが十八歳の時だ。少しずつ、だが確実に容態を悪くしていった母の姿を見て、いつか別れの日が来ることは覚悟していた。それでも、いざその日を迎えると心の中にぽっかりと穴が空いた。だがどうにか心を保てていたのは、自分よりも悲しみに沈む家族の姿を見て自分が支えなければと思ったからだ。悲しみに暮れてもなお領主の仕事を休むことは出来ない父を手伝い、涙を流す弟にはそっと寄り添った。しかし、彼らが心を癒され立ち直っていくのとは対照的に、ヘンリーの悲しみは消えず重くなるばかりだった。

　皆、ヘンリーが今も悲しみの中にいることには気付かなかったし、ヘンリー自身も胸に深く刻まれた見えない傷には気付かなかった。――いや、正確には気付かない振りをしていただけに過ぎなかったのだけれど。だから、平静を装うヘンリーの傷に気が付いたのは屋敷内でもたったひとり、彼女だけだった。

　ある日のこと。部屋で本を読んでいると、控えめなノックの音が聞こえた。視線を上げて入ってくるよう促すと、遠慮がちにドアを開け、おずおずとサラがカートを押して入ってきた。カートの上には紅茶のカップと、香ばしい香りを漂わせる焼き立ての菓子が載せられている。

「読書中でしたか。お邪魔してしまい申し訳ありません、ヘンリー様」

「いや、それは構わないが。どうかしたのか？　お茶は頼んでいないが……父様かエドのところと間違えていないか」

「い、いえ。その、これは私が勝手に……。ご不要でしたらすぐお下げします」

「……？　まあ、少し喉は乾いていたからちょうどいい。ありがとう、いただくよ」

　ヘンリーの言葉に、サラはほっとした様子で笑う。普段、あまり差し出がましいことをすることのない彼女の振る舞いに首を傾げながらも、一旦本を置いてカップを受け取る。すると、湯気と共に甘い香りが鼻に届いた。

「ミルクティー？」

（おかしいな。俺がいつもストレートでしか飲んでいないことは知っているはずだが）

　ミルクや砂糖を入れて飲んでいたのはもう数年も前の話だ。不思議に思い顔を上げると、サラはわずかに眉を下げ微笑んでいた。

「はい。その、気持ちが落ち込んでいるときは甘い飲み物の方がいいかなと思いまして。蜂蜜も入ってるんですよ。私も悲しいときや落ち込んだときは蜂蜜とミルクを入れてお茶を飲むんです。そうすると心がほっとして、なんだか元気が出てきますから」

「え？」

「あ、いえ、あくまで私の場合はなんですがっ！　無理強いしたいわけではなくて、その、普通のお茶の方がよろしければすぐに淹れ直してまいります」

「いや、そうではなくて……。俺は落ち込んでいるように見えただろうか？」

　戸惑いながら尋ねると、サラはきょとんと瞳を瞬かせた。それから少し考える様子をした後、言葉を選びながら慎重に言葉を紡ぐ。

「……私の勘違いでしたら申し訳ありません。ですが、リリー様がお亡くなりになられてから、ずっとヘンリー様は悲しみに耐えていらっしゃるように思います。旦那様やエドワード様が少しずつ元気になられるのとは反対に、ヘンリー様はいつも沈みこんでおられることが多くて……心配だったんです」

「……そうか。自分ではいつも通りにしていたつもりだったんだが。君はよく気が付いたな」

「ヘンリー様のことはいつも見ておりますから」

　にこりと微笑まれて、ヘンリーは改めてサラをまじまじと見つめる。まだ幼さの残る顔立ちは、初めて屋敷に来た四年前に比べてそれでも大人の女性へと成長してきている。屋敷内でいちばん年若く妹のような存在だった彼女がいつのまにかこんなに大きくなっていたのだという事実を今更ながらに実感して、なんだか感慨深くなった。

「昔、リリー様が私におっしゃってくださったことがあるんです。『傷が痛むのは心も体も同じ。無理をすれば却ってひどくなってしまうもの』だって」

「母様が……？」

「はい。心に傷が出来たときは、隠したり気付かない振りをしたりするよりもちゃんとそれを認めて手当てしてあげた方がいいんです。そうでないと、傷は治らずにいつまでも痛んでしまいます。私も……最初そうでしたから」

「……」

「でも、私の場合は皆様に助けていただいて少しずつ傷を癒すことが出来ました。ヘンリー様にも、どれだけ救っていただいたか分かりません。だから、私なんかの力では大した助けにはならないかもしれませんが、ヘンリー様の傷を少しでも癒すお手伝いをしたいなと思ったんです」

「サラ……」

「あ、私ったらつい自分の話ばかりして……。お茶が冷めてしまいますよね、申し訳ありません。どうぞお飲みください」

「ああ。ありがとう」

　カップに口を付け、一口嚥下する。口内に甘さと共に懐かしさが広がって、ヘンリーはわずかに目を見開く。

「これは……昔飲んだ記憶がある味だな」

「リリー様がお好きだった淹れ方でお淹れしました。茶葉とミルク、蜂蜜の分量もそのままで。私が来たばかりの頃は、ヘンリー様とエドワード様もこの淹れ方でお飲みになっていらっしゃいましたよね」

「そうだったな……」

　いつの間にか飲まなくなっていたが、この味は確かに舌と記憶に残っている。そして、表情をほころばせて美味しそうにカップを傾ける母の姿も同時に思い出して、ふと視界がうっすらと滲んだ。紅茶の中に淹れた角砂糖が溶けていくように、心の奥底に封じ込んでいた悲しみがじわりと溢れてくる。思えば、母が亡くなってからというもの一度も涙を流したことはなかった。

「……サラ。すまない、俺の近くに来てくれないか。俺がもういいと言うまで、顔は見ないままで手を握っていてほしい。……どうか、頼む」

「かしこまりました。もちろん、ヘンリー様のお望みのままに」

　柔らかな手がそっとヘンリーの手を握る。自分の手にすっぽりと収まってしまうほどの小さな手。しかしその温かさは、まだヘンリーが幼い頃、手を繋いで庭を散歩してくれた母の温もりに似ていた。ぎゅっとその手を握り返し、ヘンリーはもう片方の手で両目を覆うと静かに肩を震わせた。






　サラの前で泣いたのは、そのときが最初で最後だ。その後も、サラは必要以上に出しゃばることなくヘンリーの傍に寄り添ってくれた。その甲斐あってか、知らぬ振りをし続けていた傷は少しずつ癒えていった。そしてわずかながら以前のような微笑みが出来るようになった頃、ヘンリーは悲しみが治まっていくのと同時に起こった自身の心の変化に気付いた。

　サラを見ると、以前とは違う感情が湧いてくる。これまでは幼い子供や弟に向けるのと同じ庇護欲というか父性にも似たようなものだったが、今のこれはまるで別のものだ。これまで覚えたことのない感情。しかしそれが何か完全に分からないほど、ヘンリーは鈍感でも愚かでもなかった。

　自分がサラに恋愛感情としての好意を持ち始めているのだと認めるのは難しいことではなかった。しかし認めたところで、その気持ちを伝えようなどという考えは元よりヘンリーになかった。自分の立場というものは理解している。既にちらほらと縁談も持ち上がっている以上、いずれは誰か条件の合う適当な相手を妻にして父の跡を引き継ぐことになるだろう。そうと分かっているのにサラに思いを伝えたところで困惑させてしまうだけだ。それに、たとえ気持ちを伝えるだけであろうと雇い主側とメイドという関係である以上、サラが内心でどう思っていてもはっきりとこちらを拒むことは難しいものがある。それを理解していて言うのは卑怯だし、困らせてしまうのは本意ではない。

　サラも今はまだ十三歳だが、いずれは誰か好きな相手を見つけるだろう。いつまでもこの屋敷にとどまってくれるとは限らない。彼女が出ていこうとするそのときは、心から祝福して送り出してやろう。それまではこの想いを秘めながら彼女を見守り愛する。それがヘンリーなりの愛し方だった。

　それでも、日々成長し美しくなっていくサラを見ていると決意が揺らぎそうになってしまうのも事実で。あの笑顔を向けられるたびに想いが募って、段々と距離を取るようになっていた。父が亡くなり領主の地位を引き継いでからは、以前のように触れることもほとんどなかった。一度触れてしまえば、きっと気持ちを抑えきれなくなるというのを本能的に理解していたから。だから、自分を律し必要以上に近づかないようにしていた。






　――だとすれば、これは夢だろうか。

「ヘンリー様」

　名を呼ばれて顔を上げれば、月を背にして柔らかくサラが微笑んでいる。いつも以上に彼女が眩しく見えるのは少し酔ってしまっているからなのか、頭がぼんやりとしていつものような冷静さが保てない。

　サラが自分の心配をしてくれるのが嬉しくて、思わず頬が緩む。笑う顔、心配する顔、少し怒った顔――その全てが愛らしくて、愛おしい。けれど、自分の名を呼んでいた唇が同じように弟の――他の男の名を口にした途端、言い知れぬ感情に胸が焼け付くように熱くなった。

（……だめだ。他の男の名前なんて呼ばないでくれ）

　子供じみた嫉妬心。それに突き動かされるまま思わずサラの腕を掴んで、立ち去ろうとした彼女を引き留めてしまう。バランスを崩した彼女の体を咄嗟に抱き留めて支えたとき、柔らかな体が腕の中に収まって理性が揺らいだ。

　触れることを恐れ、ずっと遠ざけていた体が今自分のすぐ近くにある。先ほどまで大広間で多くの令嬢たちから漂っていた白粉やコロンの香りではなく、素朴な石鹸の匂いと恐らくは生来のものだろう甘やかな香りが鼻先を掠めて、一旦は離そうとした手に力がこもる。

（俺は何をしている。こんなことをしたら、これまでサラを遠ざけていたのが全て水の泡じゃないか。でも……）

　サラは舞踏会の会場で仕事に追われて、こんな所に来る暇などないはずだ。それなら、今のこれはヘンリー自身が夢見たただの妄想かもしれない。誰にも邪魔されない空間でサラとふたりだけの時間を持ちたいという、心の奥底に隠し込んでいた願望。もしもそうなら――今だけは自分を律しておく必要などないかもしれない。頭の片隅で、そんな都合のよいことなどあるわけがないと叫ぶ自分がいる。けれど、いつもよりも緩慢になった思考はそれよりも強く本能を煽った。

　少し迷ってから、再び視線を上げる。困惑したようにこちらを見つめるサラから視線が離せない。月に照らされ淡く輪郭を光らせる柔らかそうな頬に触れてみたくて、本能のままに空いている方の手をそこに添えた。滑らかな肌に触れたら、今度はそのすぐ近くにある薄桃の唇にも触れたくなる。きっとこの唇はどんなにか柔らかく、甘いのだろう。

　抵抗がないのを免罪符に、軽く手を引いてゆっくりと体を引き寄せる。そして静かに唇が触れ、一瞬とはいえ現実感のある感触に酔いしれた。

　唇が離れた途端、強く腕を引き抜かれて思わず手を離す。泣き出しそうに顔を真っ赤にしたサラが走り去った後は、庭園はまた静かな空間に戻った。サラに触れた感触はまだ残っている。それでもはたしてこれが現実かどうかはよく分からず、ヘンリーはじっと手を見つめた。






　　　＊






「――さま。あの……ヘンリー様？」

「……っ！」

　すぐ側に人の気配を感じて、ヘンリーははっと目を覚ます。どうやらうたた寝でもしてしまっていたらしい。先ほどまで見ていた夢のせいで一瞬サラかと思ったが、水の入ったコップを持ち驚いた顔で立ち尽くしているのはジェインだった。

「す、すみません。お水を持ってきたんですが……」

「水……？　ああ、ありがとう」

　コップを受け取って中身を飲み干すと、その冷たさにぼんやりとした頭がはっきりとしてくる。少し体が重いが、吐き気はない。

（どうしてこんな場所にいるんだったか……？　ああ、そうか。付き合いで少しだけワインを飲んだら気分が悪くなって……。そうだ、舞踏会はまだ終了していないじゃないか）

　今日の自分はホスト役。こんな所でのんびりしている暇などない。コップをジェインに返し、慌てて立ち上がる。

「ありがとう、助かった。……そうだ、何故君はここに？」

「えっ。あ……ええと、水をお届けするように頼まれたので」

「それは……サラにか？」

「いいえ、他の人です。サラさんは大広間で仕事の最中ですよ。どうしてですか？」

「……いや。すまない、なんとなくそんな気がしただけだ」

　それなら、先ほどサラを見たように思ったのはやはり夢だったのだろう。安堵とも落胆ともつかない気持ちで小さく息を吐き、ヘンリーは足早に大広間へと戻った。
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　翌朝。屋敷は通常の雰囲気に戻っていた。多くの使用人は疲れの残る顔をしていたが、それ以上に、忙しい夜を何の問題もなく無事に終えることが出来たことに安堵していた。朝食中の使用人室は、昨夜の舞踏会の話で盛り上がっている。しかしその中で、サラの顔色だけは優れないままだった。

（昨夜の……一体どういうことだったんだろう）

　あの後、ジェインに水を持って行くよう頼んだ後はずっと大広間で仕事をしていた。ヘンリーが戻ってきたことには気付いたが、極力顔を合わせることがないよう避けていたから会話は交わしていない。舞踏会が終わった後もサラは後片付けに追われていたし、ヘンリーは招待客の見送りにかかりきりで顔は合わさなかった。

　仕事を終えて部屋に戻った後も気持ちは休まらず、ヘンリーにされたことが気になって、昨夜は結局ほとんど眠ることが出来なかった。

（酔っていらしたみたいだから、ぼうっとしてあんなことをしてしまったのかな。それか、誰かと間違えたのかも）

　そうでなければ、あんなに情熱的な眼差しで自分のことを見てくるはずがない。あの視線を思い出すだけで頬に熱が上り、体温が上がってしまう。あんな目で見られてしまったら、多くの女性は心を奪われてしまうことだろう。

「サラさん、大丈夫ですか？」

　突然隣から声をかけられて、はっと我に返る。慌てて横を向けば、不思議そうにジェインがこちらを見つめていた。

「あ、ああ。うん、大丈夫よ。ちょっとぼうっとしちゃっただけ。それより、昨日はありがとう。ヘンリー様にお水を持って行ってもらえて助かったわ」

「いえ、あのくらい別に。そういえばヘンリー様、最初サラさんと間違えてるみたいでしたよ。秘密にしてって言われてたから、サラさんに頼まれたことは秘密にしておきましたけど」

「ありがとう。……他に、ヘンリー様は何か言っていらした？」

「え？　いえ、別に何も言ってなかったですよ」

「そう、ならいいの。ありがとう、変なことを聞いてごめんね」

　ジェインに笑いかけて、スプーンでスープを掬い口に運ぶ。しかし口に含んでみても頭の中は他のことでいっぱいで、味はほとんど感じない。

（ヘンリー様とお会いしたら……私、一体どうしたらいいんだろう）

　同じ屋敷内にいる以上、顔を合わせないでいることは出来ない。次にヘンリーに会ったときどんな顔をすればいいのか、そして向こうはどんな反応をするのか。それを考えると怖くなって、サラはスープを飲む手を止めてため息をついた。






　朝食を終え、いつもの仕事が始まる。恐る恐る廊下を歩きヘンリーの姿がないのを確認してほっと一息ついたのもつかの間。

「あ……っ」

　前方からやってくるヘンリーの姿を見つけて、思わず息を呑む。目が合って咄嗟に視線を下げてしまったが、こちらに気付いたヘンリーにいつもと違うところはなかった。一度視線が合った以上こちらが気付かない振りをするわけにもいかず、サラはいつも以上に頭を下げ震えそうになる声を抑えて挨拶をする。

「お、おはようございます。ヘンリー様……」

「ああ。おはよう、サラ。昨日はご苦労だったな。招待客が多くて忙しかっただろう」

「え？　あ、はい。ありがとう、ございます……？」

　ごく自然に言葉を返されて、気負っていた分拍子抜けしてしまう。もちろん、出来れば昨夜のことは蒸し返されずにいてもらえた方がありがたいのは確かだったのだけれど。

（あれ……？　昨日のこと、気にしてるのは私だけなのかな。それとも、もしかして覚えていらっしゃらない……？）

　それか、覚えている上でこの対応なのか。いずれにせよ、ヘンリーが何事もなかったように接するのならばサラもそれにならうまでだ。自分から下手に何か言うこともない。後は礼だけをして、足早にその場を立ち去る。幸い、ヘンリーから再び何かを言われることはなかった。

　それから少しして、今度はエドワードの側仕えからエドワードの部屋にお茶を届けるよう頼まれて部屋へと向かった。普段と同じようにお茶の準備をして持って行くと、エドワードは笑顔で迎えてくれる。しかし、お茶を淹れて差し出しても彼はなかなか手を付けようとしなかった。何か粗相でもしてしまっただろうかと不安になり、恐る恐る問いかける。

「あの……？　いつもと同じようにお淹れしたのですが、別の茶葉の方がよろしかったでしょうか？」

「ううん、そうじゃないよ。ごめんね、お茶はただの口実で、本当は君に聞きたいことがあって呼んだんだ」

「聞きたいこと……ですか？」

　小さく頷き、エドワードがサラの側に歩いてくる。いつもと変わらない柔和な笑顔を浮かべているのに、何故か妙な迫力がある。

（笑顔なのに、なんだか怖い。怒っていらっしゃる……？）

「そうだよ。ねえサラ、もしかして君は――兄さんのことが好きなの？」

「え……!?　あの……もちろん敬愛しております」

「ああ、そういうことじゃなくて。異性として好意を持っているかっていう意味だよ」

「そ……そんな、恐れ多い！　そういった意味での好意は抱いておりません」

「本当？」

「ほ……本当です」

　探るように見つめられ、つい視線を伏せてしまう。嘘を言っているつもりはないが、昨夜のことがあってなんだか気まずい。

（変に動揺したら却って怪しく思われちゃう。ヘンリー様にそんな感情を持っていないことは事実なんだから、堂々としてないと変だわ）

　ひとつ呼吸を整えてから、じっと視線を返す。エドワードはそんなサラを見つめたまま、静かな声で言葉を続ける。その声音からは何の感情も読みとれない。

「そう……。でも、それならさ。どうして、昨夜兄さんにキスを許したの？」

「……っ!?」

　一気に心拍数が上がり、さっと血の気が引いた。あのとき庭園には誰もいなかったはずなのに、何故エドワードがそれを知っているのか。サラの疑問を察したように、エドワードは口角をわずかに上げて笑みを深める。

「君がなかなか戻ってこないから、気になって僕も様子を見に行ってみたんだ。もし兄さんが倒れでもして、君が困っていたら大変だと思って。兄さんがいる場所は多分あそこだと思っていたしね。そうしたら、ちょうど君と兄さんがキスしてるところだった」

「あ……あれは、違います」

「違う？　見間違いだったってこと？」

「そう、ではないんですけど……その、ヘンリー様は大分酔っていらっしゃったみたいで。それで、多分どなたかと間違えたか何かであんなことをされたんだと思うんです。私がすぐに気付いてお止めしていればよかったんですけど、予想外のことで。だから、その……」

　言葉を重ねれば重ねるほど言い訳がましくなる。どう誤解を解いたものかと考えていると、エドワードがまた一歩距離を詰めた。半ば事故のようなものだとしても、メイド風情が雇い主とキスをしたなど、良い行いではない。

（きっとそれについて怒っているんだ……。でもお叱りを受けても仕方ないことだもの。誠心誠意謝ろう）

　しかし、意を決し顔を上げたサラにエドワードは歪んだ笑みを見せた。怒りを滲ませた笑み。だがそれはサラに向けられたものではなく、誰か別の相手に向けられているようだった。

「誰かと間違えて？　それはないよ、サラ。僕が断言できる」

「エドワード……様？」

　ゆっくりと近づいてくる彼に思わず後ずさると、背中に壁の感触がする。間近で見つめるエドワードにいつもの人好きのする笑顔はなく、怖いほどの真剣な表情にサラは息を呑み怯えた。

「兄さんが君以外になんてするわけないよ。気付かなかった？　兄さんはいつも君のことばかり見ていた」

「ヘンリー様が？　まさか、そんなことあるはずありません」

「本当だよ。でも、兄さんよりももっとずっと前から僕は君を――君だけを見ていたんだ。それなのに、一体何なんだ。散々諦めたような態度だったくせに、今更出てきて横から奪おうなんて虫が良すぎるよ。そんなの、絶対許さない」

　これまで聞いたことのないような低い声。初めて聞くそれに驚いていると、突然強く抱き寄せられる。状況を理解する間もなく顎を捉えられ、そのまま唇が重なった。唇の合間を強引に割り開き、ぬるりと熱い舌が口内に入り込んでくる。
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「んんん……っ！」

　体を身じろがせ距離を取ろうとするが、サラを抱きしめる腕は強く身動きが取れない。その間にも角度を変え何度も深く唇を奪われる。濡れた音を立てながら口内を蹂躙され、サラの肌がぞくぞくと粟立つ。初めて知る感覚に足先から崩れそうになるが、背後の壁と腰に回された手がそれを許してはくれなかった。

「は……ぁっ、エド、ワード……様……っ。んっ、ぁ……だめ、です。こんな……ぁん……っ！」

　唇が離れる合間合間にどうにか言葉を紡ぎ必死でエドワードを止めようとするが、抱きしめる腕の力は緩むことなく強くなるばかりだ。キスだけはようやく止まったものの、鼻先が触れるほど近い距離で切なげな瞳がじっとこちらを見つめてくる。顔立ちはそこまで似てはいないのに、エドワードの今の眼差しは舞踏会の晩のヘンリーの眼差しを彷彿とさせた。

「……僕のことが嫌い？　兄さんはよくても、僕にキスをされるのは嫌？」

「違います、そういうことではなくて。私はメイドです。そもそもエドワード様たちとは身分も立場も――」

「そんなの関係ない」

「っ！」

　強い口調で言葉を遮られて、びくりと体が跳ねる。エドワードは普段こんなきつい言い方はしない。いつも朗らかで優しく話す彼の少し苛立った口調に、体が強張った。

「君は君だ。メイドだとか雇い主だとか、そんなの僕はどうでもいい。もしそんなつまらないものだけが僕を拒む理由なんだとしたら、僕はローウェルの名だって捨てるよ」

「何を……何をおっしゃっているんですか」

「サラ。僕は君が好きだ。兄さんよりもずっと前から、君を愛してる」

「な……」

　今聞いた言葉があまりにも意外で理解が出来ない。エドワード得意の冗談だろうかと疑ってみたが、熱く真剣な眼差しに冗談や嘘といった色はなかった。言葉が見つからず沈黙したまま見つめ合っていると、突然室内にドアのノック音が響く。逃げられない体勢のまま体を震わせたサラとは対照的に、エドワードは動揺の欠片も見せない声で返事をする。するとドアの向こうから返ってきたのは、サラが今いちばん聞きたくなかった人の声だった。

「エド。今、少し時間はあるか？　来年の領民への課税のことで相談したいことがあるんだが」

（ヘンリー様……！）

　こんな状況を見られたら、どんな誤解をされてしまうか分からない。実際誤解とも言い切れないところはあるとはいえ、雇用主の家族と一メイドという立場では叱責を受けるのはサラだ。慌ててエドワードの胸を両手で押し距離を取ろうとするが、エドワードは離れるどころか反対に強くサラを抱き寄せた。

（エドワード様!?　どうして……っ！）

「……いいよ。どうぞ兄さん、鍵は開いてる。入ってきて」

「……っ！」

　感情の読めない声で淡々と告げたエドワードを信じられない思いで見上げ、サラは顔を青ざめさせながらドアノブが回るのをなすすべもなく見つめる。そしてドアが開き、入ってきたヘンリーと目が合った。その途端ヘンリーは目を見開いて立ち尽くし、手に持っていた書類がはらはらと床に落ちて散らばった。

「ああ、兄さんったらだめじゃないか。大事な書類なんじゃないの？」

「何を……している。今すぐサラを離せ」

「いやだよ。どうして兄さんにそんな指図を受けなきゃならないのかな」

「いいからすぐにその手をどけろ！」

　足音荒く近づいてきたヘンリーはエドワードの腕を掴んで上へ持ち上げ、骨が軋みそうなほど力を込める。サラはその隙に腕の中から抜け出すと、慌ててドアへと向かった。その背中にエドワードの声がかかる。

「サラ。さっき君に言ったことは本心だよ。だから、どうか忘れないで」

「……っ失礼します！」

　空いたままのドアを抜け、廊下へ逃げ出す。視界が滲んで、やがて頬に涙が伝った。

（どういうことなの。全然分からない。エドワード様のこともヘンリー様のことも。おふたりが私を……なんて、そんなはずない！）

　唇や口内には今もエドワードとのキスの感触が残っている。どうしたらいいか分からないまま、サラはがむしゃらに廊下を走り抜けた。
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「……ああ、行っちゃった。兄さんが邪魔しなければもっとゆっくり話が出来たのに」

「エド。サラに何をしていた」

　怒りを滲ませた声で尋ねたヘンリーに、エドワードは小さく肩をすくめて笑う。その表情にいつもの朗らかな色はない。

「何って、昨夜兄さんがサラにしたことと同じだよ。……もっとも、僕の場合はあんな子供がするみたいなものじゃなかったけど」

「何？」

「もしかして兄さん、自分が昨夜何をしたのか覚えてないの？　それとも、忘れた振りをしているだけ？」

　挑発するような弟の物言いにヘンリーは眉をしかめ、それから彼の言わんとしていることに気付いて顔を青ざめさせる。それを見て、エドワードは唇を嘲笑の形に歪ませた。

「そんな、まさか……。夢、じゃなかったのか」

「ああ、そうか。兄さんはあれを夢だと思ったんだね。なるほど、道理で兄さんにしては大胆な真似をすると思ったよ。それで、サラの唇の感触はどうだった？　それはちゃんと覚えてる？」

　怒りを押し殺したエドワードの言葉に、ヘンリーは血の気の引いた顔のまま沈黙する。

「言っておくけど、先にサラに手を出したのはそっちだよ。サラにならともかく、兄さんに怒られる筋合いはまるでないと思うけど」

「……俺がしたことが最低なのは分かっている。だが、それでサラに何かしていい理由にはならないだろう」

「そうだね。彼女には強引な真似をしたことを謝らないといけない。でも、兄さんには別だよ。好きな子の唇をいきなり他の男に奪われたら、怒りたくもなるだろ」

「……」

「昨日のことを見て後悔したんだ。もっと早く、きちんとサラに想いを伝えておくべきだったって。そうしたら、兄さんに奪われる前にあの子の全てを僕のものに出来ていたかもしれないのに」

「お前……本気で言っているのか」

「もちろん。こんなこと冗談で言えることじゃない。僕は、サラと一緒になるためならこの家も名前も捨てられるよ」

「……」

　エドワードがサラに好意を抱いていることは知っていた。だが、そこまでの覚悟を持っているとは思っていなかった。言葉を失くしたヘンリーを、エドワードは鋭い眼差しで睨む。

「兄さんのことは尊敬してるよ。立派な人だし、自慢の兄だと思ってる。でも、サラのこととは別だ。彼女だけは兄さんに渡せない。兄さんは、僕の持っていないものを他にもたくさん持っているだろう。昔からそうだった。父さんも母さんも僕を愛してはくれたけど、やっぱり兄さんといる時間の方が長かったよね。僕はいつもひとりで遊んでた」

「それは……」

　それは、幼い頃から長男として領主の仕事について学ぶことが多かったから自然とそうなっただけで、一緒に過ごす時間が長かったのも父に付き添って仕事に同行していたからだ。そうして過ごすことに不満はなかったが、それでも領主の長男として正しく生きなければならないことに多少の窮屈さは感じていたし、自由な時間を過ごす弟を羨ましいと思うことも時折はあった。けれどこれが自分の役割なのだからと、羨望も息苦しさも全て心の奥底に抑え込んできたのだ。それらを知りもせずに不満をぶつけられれば、どうしたって気に障る。

「僕にとってサラは救いだった。他に誰もいなくても、彼女だけは僕の傍にいてくれた。だから、今更兄さんに譲る気なんて僕にはないよ」

「……随分感傷的なことを言うんだな」

　ふつふつと怒りがこみ上げる。あまりにも勝手な物言いに腹が立った。

（他に誰もいなくても？　人好きのするお前は屋敷の人間からも街の人々からも愛されていただろう。お前の方こそ、俺の持たないものをたくさん持っていた）

　そんなことを言うのならば、ヘンリーの方こそエドワードが羨ましかった。何も臆することなくサラに近づき触れることの出来る彼がどんなに妬ましかったか。先ほど部屋に入ったとき、視線が合ったサラの顔を思い出す。昨夜自分がしたことを棚に上げて言えたことではないが、彼女にあんなにも青ざめた顔をさせたエドワードは許せなかった。そんな相手に渡すくらいならば、いっそ自分が――。

「……俺も、サラをお前に渡す気はない」

「へえ？　どういう風の吹き回しかな。僕が本気であの子を好きだと分かったら惜しくなったの？」

「そうじゃない。だが、お前には彼女を渡せない」

「……ふうん、そう。まあ、どうあれ選ぶのはサラだよ。僕はもうこれからは想いを隠さない。兄さん、邪魔だけはしないでよね」

「……」

　室内に緊張が走る。数秒睨み合った後、ヘンリーは床に散らばった書類を無言で拾い部屋を出た。
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　――いつから好きだったのかと聞かれれば、はっきりとは分からないけれど。きっかけは何かと問われたなら多分あの日だと答えることが出来る。麗らかな春のあの日、茂みの中に金色の〝雛鳥〟を見つけたときだ。






　エドワードの、サラに対する第一印象は〝笑わない子〟だった。初めて母に紹介されたとき、サラはほとんど表情を見せなかった。後で両親からサラが屋敷に来た経緯を知って納得したけれど、話しかけても薄い反応しか返ってこないことに飽きて、じきに話しかけることはしなくなった。しかもちょうどその頃に自分のペットの小鳥が死んでしまったこともあって、正直サラのことよりもそちらの方に心が占められていた。金色のふわふわとした羽根を持った、小さくて可愛らしい雛鳥だった。勉強で忙しい兄や領主の仕事で屋敷を空けることの多かった両親の代わりに話し相手になってくれていた小鳥は、エドワードにとっての心の支えだった。

　庭の片隅に作ったお墓に、毎日新しい小麦の粒と花を供える日々。そんなある日のこと、いつものように墓を訪れていると近くの茂みから小さな声がした。

（……泣き声？　なんでこんな所から……）

　不思議に思いながら声のした方を覗く。すると、目に入ったのは光に透ける淡い金色だった。飼っていた雛鳥を彷彿とさせる色に思わず目を見張ったが、それはこちらに気付くとゆっくり顔を上げた。丸みを持った頬は涙で濡れている。この幼い顔立ち、細く小柄な体にはサイズが大きいようで体に合っていないメイドの制服。これは――。

「……サラ？」

「あ……エドワード、様」

　サラは相手がエドワードだということに気付くと、慌てて涙を拭い立ち上がる。そのままぺこりと頭を下げて横をすり抜けようとしたサラの手を反射的に掴んで引き留める。

「こんな所でどうしたの。なんで泣いているの。まさか、誰かにいじめられた？」

「ち、違いますっ。皆さん、とても良くしてくれます。そうじゃなくて、これはその……私が勝手に泣いてしまっただけです」

「勝手にって……理由がなくて泣いたりはしないでしょ？　一体どうしたの」

　納得するまでエドワードが手を離すつもりがないのを察したのか、サラは少し迷った後小さな声で話し出す。

「……今日のおやつに、焼き菓子が出たんです」

「……？」

　両親の許可で、使用人たちにも休憩時に簡単なおやつが出されていることは知っている。だがそれで喜ぶのならともかく、泣くというのはおかしな話だ。黙ったままでいると、サラは小さな声で言葉を続ける。

「その匂いを嗅いだら、お父さんの作る焼き菓子の匂いを思い出して……涙が出てきちゃったんです」

「あ……」

　サラの実家は菓子店だったと聞いていたのを思い出す。説明している内にまた両親のことを思い浮かべたのか、サラの目尻から涙が零れる。

（まずい、泣かせちゃった。ええと、何か慰めるもの……）

　慌てて周囲を見回し、何かないかと探す。それから自分の持っていたものを思い出して、ぱっとサラに差し出した。

「ええと、これ。君にあげるよ！」

「……お花、ですか？」

　突然差し出されたピンク色の小さな薔薇に、サラは涙を止めきょとんと瞳を瞬かせる。小鳥に供えようと庭園から持ってきたものだが、今はサラを泣きやませる方が先だ。サラはおずおずと薔薇を受け取ると、エドワードと薔薇を何度か代わる代わる見やり、それから表情をほころばせた。

「ありがとうございます。エドワード様」

「……笑った」

「え？」

「あ、ううん。なんでもない」

　サラの笑顔を見たのは、今日が初めてだ。こんな表情も出来るのかと少し意外だったけれど、同時にとても嬉しくなる。雛鳥を亡くして空いていた心の穴が埋められていくような気がした。

（もしかして、この子は僕の新しい雛鳥なのかな）

　もっと笑顔にしてみたい。笑顔だけじゃなく、いろんな表情を見てみたい。理由は分からないままそんな感情が胸に湧いて、考える間もなくサラの手を握り笑いかける。サラは一瞬驚いた表情を見せたが、その後すぐにはにかんだ微笑みを見せてくれた。

　それからは、空き時間を見つけては一緒に過ごすことが多くなった。大抵はエドワードとサラだけだったが、時折勉強の空き時間が重なった日には兄もそこに交ざった。とはいえ、ヘンリーはふたりの傍で本を読んでいるだけだったが。それでも、サラが本に興味を示したときは内容や読み方を丁寧に教えてやっていて、楽しそうなサラの顔を見ると兄に対して嫉妬心が湧いた。その頃には既に気持ちを自覚していたから、それがやきもちだということも分かっていた。だがヘンリーのサラを見る目は、自分に向けるものと同じく小さな子供を見る眼差しだったからそこまで不安はなかった。

　――それなのに、いつの間にか気付いてしまった。誰よりもサラを見つめていたエドワードだからこそ、彼女を見つめる熱い眼差しが自分の他にも増えたことはすぐに分かった。加えて、兄がその気持ちを秘めたまま伝えるつもりはないということも。だから、侮っていたのは確かかもしれない。たとえ兄の内心がどうであれ、伝えるつもりがない以上は自分の方に分があるだろうと高をくくっていた。それなのに、あの光景を見てしまった。見てしまったらもう、これまでとは比べものにならないほどの嫉妬心に胸を焼かれた。戻った後の舞踏会の場でヘンリーに殴りかからなかったのは、よく感情を抑えきったと我ながら褒めてやりたい。

　今更サラを奪い取ろうなんて許せないことだ。彼女はまだ自分のものではないけれど、兄にだけは渡したくない。サラもヘンリーも出て行きひとりだけになった部屋で、エドワードはきつく眉を寄せると色を無くすまで唇を噛んだ。
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　舞踏会から一週間ほどが経った。あの日以降、ふたりからの表立ったアプローチはない。しかし心なしか以前よりも強い視線を感じるようになって何とも落ち着かない。好意を向けられていることに気付いたからかもしれないが、ああも見つめられるとどうしたって意識をしてしまう。

　これまでもふたりへの好意がなかったわけではない。だがそれはあくまで恋愛感情としてのそれではなく、恩義や敬愛の念といったものだった。

（……そのはず、なのに）

　いざ意識をしてしまうと、それ以上の感情にも目が向いてしまう。これまで共に過ごす中で積み重ねてきた彼らとの思い出や、自分に向けてくれた優しさ。すぐ傍で支え続けてくれたふたりへの想いが、少しずつ親しみ以上のものに変化していくのをサラは心のどこかで感じていた。

（でも、これ以上は考えちゃだめ。おふたりにとって私のことなんてほんの戯れにすぎないし。それに、旦那様とメイドが結ばれるなんて、物語の中だけの話だわ）

　ふたりの気持ちには応えられない。もしまた想いを伝えられたとしても、そのときはきっぱりと断らなければならない。そのためにメイドの仕事を解雇されたとしても、それはそれで仕方のないことだ。

　しかしそう心に決めても、ひとりでいるとついふたりのことを考えてしまう。今もこうして夜の屋敷を回り窓の施錠を確認している最中だというのに、ふとした瞬間に思考が奪われてため息が漏れる。

（だめだめ。仕事をちゃんとしよう。あとはこの階を見るだけなんだから）

　気を取り直して全ての確認を終え、部屋へ帰る途中。ふと廊下に誰かが立っているのに気付いて足を止める。応接室のドアの前でどこか不安そうな顔つきで立ち尽くす背の低い少女。それは間違いなくジェインだった。来客はないはずのに、こんな夜中に何故応接室の前にいるのだろう。

「ジェイン。どうしたの、そんな所で。まだ仕事が残っているの？　それなら手伝うわよ」

　歩み寄って声をかければ、ジェインは身を跳ねさせてサラを見る。そわそわと落ち着かない視線に首を傾げていると、室内からがたんと何かが倒れる音がした。

「中にどなたかいらっしゃるの？」

「えっと、その、これは――」

　ジェインが答えるより前に、ゆっくりとドアが開く。中から出てきたのはマリアンヌと、彼女に背中を支えられたヘンリーだった。

「マリアンヌ様、ヘンリー様！」

「あら……」

　驚いて声を上げたサラに、マリアンヌはちらりと視線を向けてくる。ヘンリーはといえば足をふらつかせながら俯くばかりで、明らかにいつもとは様子が違っていた。ぐったりとしているし、呼吸も少し荒く乱れているように思う。

「ヘンリー様、どうかなさったのですか？」

「ああ、今ここで話をしていたら急に気分が悪くなってきたみたいなの。だからこの子の部屋に運んで休ませてあげようと思ったのよ。ね、ヘンリー？」

「……う……」

　ヘンリーからの返事はない。ただ短い呻きが苦しそうに発せられるだけだ。

「幸いどうにか歩けるようだし、私が部屋まで運ぶわ。あとはこちらのメイドにも手伝わせるし。あなた――名前はなんだったかしら、まあいいわ。とにかく、まだ仕事中でしょう？　こちらのことは気にせず行ってちょうだい」

「……」

　にっこりとそう微笑まれたが、不安感が押し寄せて動くことが出来ない。メイドの立場であればここで礼をして引き下がるべきなのかもしれないが、サラの雇い主はあくまでヘンリーであって、マリアンヌではない。

「……いえ、マリアンヌ様。マリアンヌ様のお手を煩わせるわけにはまいりません。ヘンリー様は私が部屋までお送りいたしますので、どうぞマリアンヌ様はお休みになられてください」

「……まあ。この私がいいと言っているのよ？　あなたは余計なことを言わずに行けばいいの」

　笑顔は変わらないが、目は笑っていない。言葉のところどころに険が混じってその場に緊張感が漂う。内心恐ろしさを感じながらも、サラは表情には動揺を出さないよう努めてじっとマリアンヌを見つめた。

「ですが、ヘンリー様のご容体によってはお医者様をお呼びしなければなりませんし。もしも急なご病気でしたら処置は早めの方がいいと……」

「はあ。あなたはあまり気が利かない子のようね。お医者様が必要ならまた声をかけるわ。それより、今はすぐにでもヘンリーを休ませてあげたいの。あなたと無駄な会話などしている暇はないのよ。すぐにそこをおどきなさい」

「……っ」

　じろりと睨まれても、姿勢は崩さない。動こうとしないサラに苛立ったのか一歩マリアンヌが歩を進めたそのとき、ふと廊下の向こうから別の足音が聞こえた。

「マリアンヌ伯母様、大きな声を出されてどうされたんです。何かあっ……サラ？　君もいたのか。それに、兄さんはどうかしたの」

　聞き慣れた声に視線を向ければ、エドワードが足早に駆け寄ってきた。途端、マリアンヌは少し動揺した様子を見せて視線を逸らす。

「兄さんは随分ぐったりしているね。大丈夫？　体調でも悪いの」

「エド……。悪いが……肩を貸してくれないか」

　ようやく顔を上げ、ヘンリーがそう口を開く。そして背中を支えていたマリアンヌの手をほどき、エドワードの肩を借りて体重を預ける。

「悪いな……伯母様にご負担をかけてしまうところだった。伯母様、エドが来ましたので後は自分で部屋に戻ります。ご心配を……おかけしました」

　小さな声ではあるがはっきりと言ったヘンリーに、マリアンヌは取り繕った笑顔を浮かべて頷く。一介のメイドにならばともかく、甥とはいえこの家の当主とその弟にはさすがにそう強く我を通すことは出来ないらしい。エドワードは一瞬訝しげにヘンリーを見たが、すぐに表情を笑顔に戻してサラに向き直る。

「サラ、君も一緒に来て兄さんを休ませるのを手伝ってくれるかな。ジェインは伯母様をお部屋までお送りしてあげてくれるかい」

「は……はいっ」

　エドワードの指示に、それまで黙って状況を伺っていたジェインはこくこくと何度も頷く。それを確認して、エドワードはヘンリーを支えてやりながらゆっくりと歩き出した。サラも反対側からヘンリーの体を支えるのを手伝う。ヘンリーの呼吸は相変わらず荒く、発熱でもしているのか体温も高い。

（風邪かな。ひどい病気じゃないといいけれど）

　まもなく季節は冬を迎える。最近は気温が下がることも多くなってきて体調を崩しやすいから心配だ。ヘンリーの歩ける速度に合わせて廊下を進み、角を曲がるところでふとマリアンヌ達の姿が視界の端に映る。こちらを見るマリアンヌの表情に笑顔はなく、向けられた視線の鋭さにサラの背中を冷たい汗が走った。






　部屋に入り、ぐったりとしたヘンリーをベッドに横たわらせてからサラは慌てて室内に用意されていた水差しの水をコップに注ぐ。ヘンリーは数口それを飲み込んだが、顔の火照りは増すばかりのようだった。

「それで？　兄さんにしては随分と迂闊じゃないか。わざわざあの人とふたりになるなんて」

「話があると言われれば、行かないわけにもいかないだろう……。部屋に呼ばれたが、さすがにそれは断って応接室に場を作ったんだが……やはり行くの自体をやめるべきだった」

「あの人も手段を選ばなくなってきたねえ。まあ、自分の思うように進まなくて苛々し始めてるんだろうけれど。短気な人だから」

「……？　あの、お体は大丈夫ですか？　必要ならすぐにお医者様を」

「ああ、とりあえず待って。大方、お茶にでも混ぜて何か盛られたんだろう。さすがに毒なんかは入れないだろうし、ひとまず今は様子見だね」

「ええっ？　ど、毒って……！」

「大丈夫だ、心配するな。これは多分そういったものじゃない。……ただ」

　ヘンリーはそこで一旦言葉を切り、ちらりとエドワードを見た後サラに視線を向けた。数秒そのままサラを見つめ、それからふっと視線を逸らす。

「ありがとう、サラ。君はもう部屋に戻るといい。後は、何かあればエドに頼む」

「えっ。ですが……」

「そうするといいよ。その方がありがたいと思うよ。君にとっても、兄さんにとっても。今の状況で君が目の前にいるのはなかなか辛い状況だからね」

「……？」

　苦笑混じりのエドワードの言葉の意味は分からなかったが、ふたりからそう言われてしまった以上留まり続けるわけにもいかない。しばしの逡巡の後、サラは静かにヘンリーの部屋を出た。






　翌朝に顔を合わせたヘンリーは、既にいつもの様子に戻っていた。幸い昨夜の不調は朝までは続かなかったらしい。一体何があったのかサラにはよく分からないままだったが、ヘンリーの体調が戻ったことに安堵する。しかしほっとしたのもつかの間、日々の業務をこなしていると突然マリアンヌから声をかけられて鼓動が跳ねた。昨夜のことについてまた何か言われるのだろうかと緊張したが、マリアンヌは朗らかな笑顔を浮かべていた。彼女の使用している客室に連れて行かれ、室内に入ったところでマリアンヌが改めて口を開く。

「サラ、といったかしら？　仕事中にごめんなさいね。昨夜はヘンリーのこと、ありがとう」

「い、いえ。そんなことは……」

「私もあのときは少し気が動転してしまっていたから、あなたについきつく当たってしまったわね。私、あの後とても反省したのよ。だから、あなたにお詫びをしなくちゃと思ったの。よかったらこれ、受け取ってくれるかしら」

「えっ？　あの……」

　差し出されたのは、ピンクのリボンでラッピングされた、片手に収まる程度の小さな白い包み。困惑するサラの手を取り、マリアンヌは半ば強引にそれを手渡す。重さはそれほどない。

「そんなに身構えなくてもいいのよ。中身はただのキャンディなの。あなたくらいの歳の子は甘いものが好きかと思って」

「いえ、いただけません。お気持ちは嬉しいですが――」

「あらあら。このくらいいいじゃないの。それとも、私からはお菓子程度でも受け取れない？」

「そういうわけでは……」

「せっかく用意したのだもの。受け取ってもらえないと悲しいわ。ね？　私のためだと思って受け取ってちょうだい」

「……」

　そこまで言われてしまうと、断り続けるのもなんだか申し訳なく思ってしまう。

（とりあえず受け取って、おやつの時間にみんなにも分けたらいいかな）

　それがいちばん角が立たない方法かもしれない。迷った末に頭を下げて受け取ると、マリアンヌは瞳を輝かせ満足そうに頷いた。

「ありがとう。ああ、来たついでに掃除をしてくれるかしら？　私は少し出てくるから」

「かしこまりました」

　一旦掃除道具を取りに行ってから部屋に戻ると、既にマリアンヌの姿はなかった。特に気にせず掃除をして、終わった頃にマリアンヌが部屋に帰ってくる。マリアンヌは室内を確認し、ゆったりと頷く。

「もう仕事に戻っていいわ。あのキャンディ、ようく味わってね。とても美味しいものだから」

「……？　はい、ありがとうございます」

　向けられた微笑みはとてもにこやかで優しげなものだったのに、何故か背中にぞっと震えが走る。説明の出来ないその感覚の理由をサラが悟ったのは、それからすぐのことだった。

　一時間もしない内に、屋敷内にマリアンヌの甲高い叫びが響いた。驚いて声のした客室へ向かうと、マリアンヌはジュエリーボックスを前に青ざめた顔で立ち尽くしていた。ざわめく使用人たちを静かにさせ、執事のジェイムズが先頭に立ち何があったのか尋ねる。するとマリアンヌは肩を震わせながら使用人たちに鋭い眼差しを向けた。

「私の指輪がなくなったの。夫から贈られた貴重なものよ。朝食の後に見たときは間違いなくあったのに！」

　その言葉に、使用人たちは皆困惑した様子で顔を見合わせる。この屋敷で働く人間の大多数は雇用歴の長い人間だし、これまでそんな問題が起きたこともない。ひそひそと小さなざわめきが起きる中、不意に「あの」と控えめな声が上がった。声を発したのはジェインだ。

「あの……私、サラさんがマリアンヌ様のお部屋に掃除に入ったの見ました」

　その言葉に周囲から一斉に視線を向けられ、鼓動が大きく跳ねる。

「え……っ。は、はい。確かに、マリアンヌ様に命じられて私が掃除をしました。ですが、マリアンヌ様の私物には全く手を触れておりません」

「だけど、今日私が部屋を空けたのはあなたが掃除をしていた一回だけよ。あなた以外、誰も私の部屋には入っていないわ」

　あからさまな疑いの眼差しを向けられてサラは唾液を飲み込む。そう言われても、知らないものは知らない。しかし何かを言うよりも前にマリアンヌが厳しい声で言葉を被せてくる。

「掃除に入ってからあまり時間は経っていないし、まだ持っているかもしれないわ。誰かそのメイドの体を調べてちょうだい」

　マリアンヌの命令に、すぐ隣にいた同僚のメイドが恐る恐るサラの体に触れ、怪しいものがないか調べていく。そしてスカートのポケットを探ったとき、驚いた様子で中身を取り出した。

「サラ、これなあに？」

「あ、それは……」

　彼女の手にあったのは、先ほどマリアンヌにもらったキャンディの包みだ。仕事中のメイドのポケットに入っているにはいささか違和感を覚えるそれに、周囲のざわめきが大きくなる。しかしその説明をするよりも前に、つかつかと近づいてきたマリアンヌがメイドからそれを奪った。

「これは何かしら。あなた、どうしてこんなものを持っているの」

「え……っ」

　マリアンヌがこれを渡してきたのはつい先ほどのことだ。見覚えがないはずがない。しかしまるで知らないふりをするマリアンヌの様子に、サラは顔を青ざめさせる。先ほど感じた嫌な予感。もしかしたら――何か仕組まれたのかもしれない。

「それはマリアンヌ様が先ほど私にくれたもので……っ」

「まあ、なんて下手な嘘をつく子かしら。どうして私があなたのようなメイド風情に何かをあげるなんてしなければならないの。中身は何？　開けるわよ」

　白い指がするりとリボンをほどく。開かれた包みの中には、目映い輝きを放つ美しい宝石が取りつけられた指輪があった。初めて見るそれにさっと血の気が引く。

「……っ!!」

「まあ、やっぱりあなただったのね！　なんということなの。この屋敷の中に盗人がいただなんて」

「盗人なんて……っ、違います！」

　周囲の驚きの目がサラを見つめる。ここにいるほとんどの人間がサラを昔から知っている者たちだ。信じたくない気持ちは同じだったが、こうして実際にサラのポケットから指輪が出てきた以上は現実を受け入れざるを得ない。

　ジェイムズが歩み寄り、震えるサラの肩を叩く。咎めているのか落ち着かせようとしているのか分からなかったが、思慮深い眼差しはいつもと変わっていなかった。

「怪しいわね。まさか、部屋にも何か隠しているのではないの？　ジェイムズ、そのメイドの部屋はどこ？　私が調べるわ」

「そんなっ！」

「サラ、君は黙っていなさい。……かしこまりました、マリアンヌ様。ご案内いたします」

　恭しく頭を下げ、ジェイムズは近くにいた男性使用人二人を呼びサラの両横に付ける。そして他の使用人たちを仕事に戻らせるとマリアンヌを案内した。ジェイムズを筆頭に、マリアンヌ、サラ、二名の男性使用人が続く。左右から監視され歩く様はまさしく罪人のようで、サラは息苦しさと目眩を覚える。

（大丈夫、部屋には疚しいものなんて何もない。きちんと話を聞いてもらえれば、誤解だってきっと分かってもらえる……）

　自室として与えられている部屋の前に着き、ジェイムズが鍵を開ける。ドアの向こうには他のメイドたちの部屋と同じく簡素な室内が広がっている。小さな机と戸棚、それからベッドがある程度のものだ。元より荷物は多くないから、探せる場所もそう多くはない。

「まあ、狭苦しい部屋だこと……。それで、盗品はどこに隠しているのかしら？」

「そんなものありません！」

「あら、そう。なら白を切れないよう調べさせてもらうわ。ジェイムズ、この子を捕まえていて。あなたたちは部屋の中を調べなさい」

　マリアンヌに命じられ、サラを監視していた使用人たちが部屋の中に入る。男性に自分の荷物を探られることはとても恥ずかしかったが、今はそんなことも言っていられない。と、ベッドを調べていた使用人の手がふと止まった。サラがこの屋敷に来たときから勤めている彼は、顔を青ざめさせると枕の下から何かを取り出す。

「マリアンヌ様……こちらは」

　震える手で差し出したのは、サラの全く知らないネックレス。ダイヤモンドの連なったそれは、どう見ても高価な代物でメイドの部屋にあろうはずもないものだ。

「まあ！　それも私のものじゃないの。指輪だけでなくネックレスまで盗んでいたのね！」

「違……っ、違います！　私、あんなネックレス知りません！」

「ならどうしてあなたの部屋の枕の下にあるの。ドアには鍵がかかっていたのよ、つまらない言い逃れはよしなさい！」

「そんな……っ！」

　本当に知らない。どうしてあんなものが自分のベッドにあったのかもまるで分からない。涙をこらえてもう一度否定の言葉を発しようとしたとき、ふと足音が聞こえた。視線を向けた先には、ヘンリーとエドワードの姿がある。

「話は聞いた。伯母様、それは確かにあなたの持ち物ですか？」

「ヘンリー。ええ、そうよ。このメイドに盗まれたの。そういえば、よく私の持ち物を羨ましそうに見ていたわ。だからって盗むだなんて……本当に卑しいわね」

「違います、見ても盗んでもいません！　何かの間違いです、私こんなの知らない！」

「サラ」

　冷たい声で名前を呼ばれて、びくりと体が震えた。ヘンリーはすぐ近くまで歩み寄ると、感情のこもらない眼差しでサラを見下ろす。

「状況が明らかになるまで、君は仕事をしなくていいからこの部屋に留まるように。一歩も出てはならない。ドアの外には見張りを立てておく。逃げようなどとは考えないことだ」

「ヘンリー様……！　私は何もしていません。本当です」

　泣きたいのを我慢して訴えた言葉に、しかし答える者はいなかった。ヘンリーの後ろに立つエドワードも厳しい表情をしたままサラを見ようとしない。ジェイムズがサラの背を押し部屋の中に入らせる。それと交代するように、室内にいた使用人たちは廊下へと出ていく。部屋の中にいるのはサラだけだ。

「残念ながら、今は君の潔白を信じるに足る証拠がない。真実はつまびらかにしなくてはならない。調査を終えるまで、こちらの指示を待つように。分かったな」

　話はこれで終わりだとばかりに冷たい一瞥を残し、皆は部屋を出ていく。ドアが閉まる瞬間、振り向いたマリアンヌの表情には勝ち誇ったような笑みがあった。鍵が閉まる音を最後に、室内はしんと静まり返る。

（どうして……どうしてこんなことになったの）

　どんなに考えても答えはなく、サラの頬に一筋涙が伝って落ちた。
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　窓に当たる夜風の音に、レースを編む手が止まる。作成途中だったミアへの結婚祝いのストールは、既に何日も前に完成してしまった。それでも一日中部屋にこもっているのではあまりにもやることがなく、手慰みに編み物や繕い物をして一日を過ごしている。

（もう二週間……）

　自室での謹慎を命じられてから、ヘンリーからの新たな命令はない。ドアには新たに外から鍵を付けられ、出られないようになっている。そこが開くのは食事が届けられたときとトイレに行くときだけだ。部屋の外に出るときは必ず誰かに監視されているから逃げることも叶わない。もっとも、逃げるつもりなど最初からありはしないのだが。

　壁にはいつも着ていた制服が掛かっている。九歳でこの屋敷に来てからというもの、サイズを新しく変えたりはしたもののほとんど毎日のようにこれに腕を通していたから、二週間経った今でも私服を着ているのはどうにも落ち着かない。髪も仕事の邪魔にならないようまとめておく必要がなくなって下ろしたままだ。背中の中程くらいの長さの髪をリボンでゆるくまとめただけだから、少し身じろぐごとに肩に髪が流れて落ちる。それを見るたびつい違和感を覚えてしまうのは、メイドとしての自分にどれだけ慣れ親しんでいたかという証だろう。それでも、もう二度とあの制服に腕を通すことはないかもしれない。そう思うと胸の奥がしんと冷えていくのと同時に視界が滲んだ。

　今、屋敷の中は一体どうなっているのだろう。あれからまた盗難が起きたという様子はないから、落ち着きはしたのだろう。サラへの疑いが晴れたという話は聞かない。そもそもサラ自身、指輪のことはともかくネックレスが何故自分の部屋から見つかったのか分かっていないから、疑惑が解けようもないのだろう。

「いつまでもこのままというわけにはいかないだろうし、やっぱり追い出されてしまうのかな。それとも、盗人として裁判に……。何にせよ、きっとここにはもう置いておいてもらえないよね。街で何か仕事をさせてもらえたらいいけれど、領主様のお屋敷で事件を起こした人間なんてどこも雇ってくれないかな」

　その場合、ここを出てもっと遠い街に行かなければならないかもしれない。そうしたら、もうヘンリーにもエドワードにも会うこともきっとないだろう。そう考えると不安よりも悲しみが勝って、涙がこみ上げてきた。

「もしもそうなったなら――最後に一度くらいは素直に想いを伝えても許されるかな。……ううん、やっぱりだめだよね」

　自分も彼らのことが好きだと気付かなければ、この悲しみもなかっただろうか。ため息をついて立ち上がり、窓を開ける。部屋から出られない以上、外の空気を吸えるのはここだけだ。今夜は曇っているから、月明かりもなく薄暗い。重たげな空を見上げもう一度ため息をついていると、ふと視界の端に何かが映った気がした。

（え……っ？）

　驚いて視線を階下に向けてみたが、何もない。気のせいだろうかと目をこらすと、木々の合間にちらちらと仄かな灯りが見えた。

「あれは……？」

　窓の下は屋敷の裏側。日中どころかこんな夜にわざわざ通ろうとする人間などいるはずない。だが、灯りが見える以上動物などではないだろう。とすると、あれは一体誰だ。窓から身を乗り出してみるが、灯りはどんどん遠ざかってサラの部屋からは見えなくなってしまった。

（屋敷を狙った泥棒だったらどうしよう。一応、知らせておいた方がいいよね）

　少し迷ってから、部屋のドアを叩く。トイレに行きたいときなどはこうしてノックをするのが合図だ。しかし、何故か答えは返ってこなかった。不思議に思いながらドアノブを捻ると、驚くことに何の抵抗もなく開いてしまう。

「え……っ？」

　閉め忘れだろうか。それともわざと鍵を掛けずにおいてサラの行動を見ているのか。しかし廊下を見回しても人の気配はない。

（どうして誰もいないんだろう。それに、さっきの灯りは……？）

　木々の合間に消えていった灯りが気になる。サラはしばらく迷った後、意を決し部屋を飛び出した。






（多分こっちに進んでいったはずだけど……）

　暗い中、足音を立てないようゆっくり進んでいく。すると、やがて敷地の中のいちばん奥、木々の茂るそこで揺らめく灯りが見えた。静かに木の陰に座り様子を窺う。ぼそぼそと小さな会話が聞こえてくるから、少なくともひとりではないようだ。気付かれないように枝葉の隙間から目を凝らして、そこに見覚えのある姿を見つけて目を見開く。

（マリアンヌ様と……ジェイン！）

　こちらに背を向けて立っているのは恐らくジェインだ。それに向かい合う形でマリアンヌが立ち、不機嫌な顔でジェインを睨んでいる。

「それじゃ約束が違うわ。マリアンヌ様、言ったじゃないですか。協力したら報酬をくれるって！　私はちゃんとやったのに、嘘をつくなんてひどい！」

「まあ、何を言うの。私がいつ約束などしたかしら？　協力？　報酬？　知らないわねえ」

「な……っ、嘘つき！　サラさんの部屋にネックレスを隠したらお金をくれるって言ったじゃない！　わざわざ鍵まで渡して、私にやれって言ったのに」

（……！　じゃあ、あのネックレスはジェインが置いたの……!?）

「ああ、うるさいわね。近くで大声を出さないでちょうだい。そんな約束した覚えはないと言っているでしょう。そもそも、報酬をねだろうなんてつくづく図々しい娘ね。頭が悪いからよく分かっていないようだけれど、私は既にあなたに充分すぎるほど得をさせてあげているのよ？」

「得？　どういうことよ」

「あなたが最初に私の持ち物を盗もうとしているのを見つけたとき黙っていてあげたでしょう。あの時点でヘンリー達に言って屋敷を追い出したってよかったのよ？　追い出されたら困るってあなたが泣いて頭を下げるから、寛大にも見なかった振りをしてあげたんじゃないの。あなたは私に恩があるのだから、その後に私に尽くすのは当然のことでしょう」

　うるさいと言わんばかりに眉を寄せ、マリアンヌは煩わしそうに首を振る。

「そんな話のためだけにわざわざ私を呼び出したの？　とんだ迷惑だわ。もう部屋に戻るわね。こんな寒い所にいたら風邪を引いてしまうわ。ああ、余計な時間を過ごしてしまった」

　吐き捨てるように言って、マリアンヌがジェインの横を通り抜けようとする。しかしその瞬間にジェインがマリアンヌの腕を掴んで引き戻した。大きく揺れた灯りに照らされたジェインの顔は、怒りのためか激しく歪んでいる。

「ちょっとあなた。汚い手で触れないでちょうだい、穢らわしい」

「お高く止まってんじゃないわよ、あんたの方がよっぽど汚いわ。そう、私のこと騙したのね。なら、皆に全部ぶちまけてやる」

「なんですって？」

「自分で騒ぎをでっち上げてサラさんを陥れたことも、ヘンリー様に薬盛って無理矢理既成事実を作ろうとしたことも、全部全部ばらしてやる。そうしたら終わるのはあんたの方よ！」

「あらあら、下品な言い方だこと。それに証拠もないのによくもそんな……あなたと私、皆がどちらを信じるかは自明の理でしょう？」

「それはどうでしょうね、伯母様」

「っ!?」

　声と共にがさりと木々が揺れ、サラが隠れているのとは別の方向から複数の人影が現れる。人数は四人。使用人たちの中でも体格の良い男性がふたりと、それから。

（あ……っ）

　灯りに照らされてヘンリーとエドワードの姿が見えたとき、マリアンヌの顔色が目に見えて変わった。

「な……。あなたたち、どうして……」

「本当に愚かな方だ。口が軽いのも昔から変わっていませんね」

「仕方ないよ、兄さん。馬鹿は死んでも治らない、なんて言葉もあるけど、こういうのはそう簡単に変わるものじゃないからね」

「違うの、さっき言っていたことは……。……っジェイン、あなた裏切ったのね！」

「ふん、先に裏切ったのはどっちよ。もう全部ばれてたんだもの。私だけが終わるなんて許さないわよ。ひとりで落ちるくらいなら、あんたも道連れにしてやる」

「協力者として使うにはこの子はいささか軽率な人選だったと思いますよ？　伯母様。少しつついてみたら、すぐにあなたのことを白状しましたからね」

「こんな所で話していても埒があかない。伯母様、後は屋敷に戻ってゆっくりと話をしましょう」

「ヘンリー、違うのよ。エドワード、誤解なの。私は何もしていないのよ。本当なの」

「生憎ですが伯母様、あなたの言葉を信じられる者はこの場に誰もいませんよ。……彼女を押さえろ。屋敷まで連行する」

　静かなヘンリーの命令に、様子を窺っていた使用人たちが動く。しかしそれよりも俊敏な動きで、マリアンヌは突然走り出した。向かう先にいるのはジェイン。ヘンリー達からは死角になって見えないが、サラのいる場所からは彼女の手に光る何かが見えた。ジェインには自分が今いる場所の方が近い。光るものの正体が何なのか認める前に、サラは反射的に立ち上がり駆け出すとジェインの腕を掴んで後ろに引いた。そのまま倒れ込んだ拍子に、髪をまとめていたリボンがほどけ一瞬視界を遮る。

（いけない、もっと逃げなきゃ……！）

　しかし、マリアンヌが怒りの形相で振り上げた手がサラ達にまで届く前に背後から複数の手が彼女を捕まえ取り押さえる。強く手首をねじり上げられたマリアンヌの手から落ちたのは、小さく鋭いナイフだった。灯りを持つ方の手をずっと背後に隠していたのはこれを持っていたからなのだろうか。だとしたら最初からジェインに危害を加えるつもりだったのかもしれない。その事実をジェイン自体も悟ったようで、さっと顔を青ざめさせる。

　後ろ手に押さえられ、地面に膝を突いたマリアンヌに視線を向けることなく、ヘンリーとエドワードが厳しい顔つきでサラ達の元に駆け寄ってくる。そしてふたりに怪我がないことを確認して、ほっと表情を安堵に緩ませた。

「無事……なようだな、よかった。しかしサラ、君までどうしてここに……」

「窓の外に灯りが見えて、気になって。勝手なことをして申し訳ありません……」

「とにかく君にもジェインにも怪我がなくて安心したよ。……命拾いしましたね？　伯母様」

　笑顔でエドワードがマリアンヌを見やる。しかし柔らかな表情とは裏腹に声音はぞっとするほど底冷えしている。

「もしもこれでサラに傷ひとつでも付けていたら、僕と兄の両方で今すぐあなたを害していたでしょうから」

「……中に戻るぞ」

　使用人達の手によってマリアンヌが屋敷へと連行される。その姿は、二週間前にサラが押さえつけられながら自室へ向かったときの姿を彷彿とさせた。連れて行かれるその背中を見送り、サラはゆっくりと長い息を吐いた。






　屋敷に戻り、ジェインとマリアンヌはそれぞれ別の部屋へと連れて行かれた。最終的にマリアンヌの罪状を暴くための協力者となったとはいえ、ジェイン自身の罪も免れはしないようだ。

　ヘンリーがジェイムズと共に対応に当たっている間、サラはエドワードと一旦ヘンリーの私室に向かう。そしてヘンリーが戻ってくるまでの合間にエドワードが事の経緯を説明してくれた。

　いわく、マリアンヌの目的は最終的にこの屋敷の主導権を握ることだったらしい。というのも、彼女はその尊大な性格が災いして先頃婚家から追い出されてしまったのだそうだ。かねてからの浪費癖もあったようだが、決定打になったのは若い愛人へのあまりにも多い財産の投入が判明したからだそうで。

「昔から遊びならばと許されていたみたいだから勘違いしてしまったのかもね。でも、入れ込みすぎて家が傾きかねないほど貢いでしまえば、そりゃあそうだろうと納得しか出来ないけれど」

　ともあれ、そんなわけで行き場をなくしたマリアンヌは既に甥に家督の回った実家に目を付けたらしい。その当主たるヘンリーを籠絡出来れば自分が影の実権を握れると思ったのかもしれないが、あまりにも浅はかな考えではある。どうやらサラの知らないところで彼女の誘惑は手を変え品を変え色々と繰り返されていたようだが、生真面目なヘンリーを惑わすには足りなかった。上手くことが運ばないことに焦れてあの晩強引な手段に及ぼうと媚薬の類まで盛ったようだが、間が悪いことにちょうどそこにサラが出くわしてしまったようだ。なるほど、ヘンリーのあの不調はそういうわけだったかと納得する。

「それで君を逆恨みしたのかもしれないな。ジェインに聞いた話によると、最初の盗みが見つかったのは舞踏会のすぐ後らしい。ジュエリーボックスを開けて盗もうとしていたのを見られて、それからは色々と協力させられていたようだよ」

（じゃあ、あの夜ジェインが廊下に立っていたのは見張りか何かだったのかな……）

　何にせよ、ジェインがしたことは許されることじゃない。世話役としてついていたのに、自分が何も気付けずにいたことが情けないし悲しい。

　と、部屋のドアが開きヘンリーが入ってきた。疲れた表情と共に吐き出されたため息はとても重い。椅子に腰掛けていたサラは慌てて場所を譲ろうとしたが、それはヘンリーに押しとどめられてしまった。

「兄さん。伯母様はどう？」

「まだ元気にわめき散らしていたな。自己弁護に終始していて聞いているのにも飽きたから、とりあえず鍵を掛けて閉じこめておいた。後は、朝になったら司法の判断を仰ごうと思う。このまま何もせず追い出せば、いつまた厄介なことを仕出かすか分からないからな。……それよりサラ、すまなかった。もっと早く事態を収束させるつもりだったが、長引いてしまった。そのせいで心労を掛けてしまったこと、心から謝罪する」

「い、いえ。そんなこと……ヘンリー様に謝っていただくことではありません。……あっ」

　サラの頬に、ヘンリーの手が慈しむようにそっと触れる。久しぶりに触れた温かな感触にじわりと涙が滲んだが、次の瞬間には慌てて距離を取った。その反応を拒絶と取ったのか、ヘンリーの瞳に悲しげな色が混じる。

　拒絶をしたいわけではなかった。触れられたことが嫌だったわけじゃない。だが、触れられた箇所から点った熱が感情を揺さぶって、むしろ離れがたくなってしまうことが怖かった。二週間離れていたことで、ふたりへの好意は以前よりもはっきりと自覚している。だから、あれだけ退けなければと思っていたふたりからの想いをつい受け入れてしまいそうな自分がいるのが恐ろしいのだ。

（……それに、もしそうなれば。私はおふたりのどちらかを選ばないといけなくなる）

　きっとどちらを選んだところで、一方を傷つけてしまうことになるだろう。ヘンリーとエドワード、どちらにもそんな想いをさせたくはない。そもそもどちらかを選ぶことなどできそうになかった。ひとりきりでいた間、頭の中にはずっとふたりのことばかり浮かんでいたのだ。はたしてどちらの方をより好きなのか――考えてみても答えはまるで出なかった。

　このままふたりの傍にいれば、自分自身の想いも断ち切れるどころか増すばかりだろうことは予想がついた。それなら――ちょうど事態が収束した今が、終わらせるにはちょうどいいのかもしれない。決意が鈍らない内にと、ぎゅっと拳を握り言葉を絞り出す。

「――ヘンリー様、エドワード様。私……このお屋敷を出ていきます」

「っ!?」

「サラ!?　突然何を言い出すの」

「今回のことなら心配しなくていい。皆にはきちんと説明をする。君を疑う者はいない」

「いえ。そのこともありますが……それだけではなくて」

「じゃあ……僕たちのことが嫌になった？　嫌いになったの」

「……っ。違います！」

　それだけは誤解して欲しくない。これ以上好きになることはあっても、嫌いになることは絶対にない。俯いた視界が潤んで、握りしめた拳に数滴雫が落ちる。ふたりの前で涙など見せたくはないのに、溢れて止まらなくなる。

「おふたりのことをどちらも嫌いじゃないから、今の内に出ていきたいんです。このままいて気持ちが大きくなったら、今度こそ出ていけなくなってしまうから」

「……それは、君も俺たちを好いていてくれていると解釈してしまっていいのか？」

　控えめな問いかけに、声が出ないまま小さく頷く。伝えるつもりはなかったのに、結局こうして口にしてしまった。

「申し訳……ありません」

「どうして謝るの。ねえサラ、それならお願いだからこのまま僕たちの傍にいてよ。君がいなくなるなんて耐えられない」

「でも、私はただのメイドです。おふたりに想いを持っていただけるような人間じゃないです。それに……ごめんなさい、図々しいとは分かっています。でも、おふたりが同じくらい好きなんです。どちらか一方の気持ちになんて答えられない。それならいっそ、出て行った方が――」

「選ばなくてもいい。君が傍にいてくれるなら、それでも構わない」

「……っ」

　伸びてきたふたつの大きな手が、震えるサラの手にそれぞれ重ねられる。それに導かれるように顔を上げれば、切なげな四つの瞳がサラを見つめていた。

「やっぱり、兄さんと話していた通りだ。サラはきっと、僕たちのどちらも選びはしないってね」

「優しい君のことだ。片方を傷つけるくらいならば、いっそどちらのことも拒絶するだろうと思った」

「……優しくなんてありません。私は……ただずるいだけです」

　大切なふたりを苦しめるのが嫌で、結論から逃げようとしただけのこと。答えを出さないままふたりの前から去って終わらせようとした、ただの卑怯者だ。

「そんなことないよ。それに、ずるいというならきっと僕たちの方がずるい。君がどちらも選べないと知っていて、それでも君を離したくないんだ」

「独占したいという気持ちはもちろんある。だが、君を困らせてしまうのなら、いっそ俺たちふたりのものでいてほしい」

「……」

　そんなことが本当に許されるのだろうか。いや、絶対にいけないはずだと理解しているのに、手に重なったふたつの温もりはとても心地よく手放しがたい。

「前に言ったよね。メイドだとかどうだとか、そんなことは関係ないって。僕たちが聞きたいのは、君の気持ちだけだよ。僕たちの傍にいたいかいたくないか、それだけでいいんだ」

「ただ、イエスの返事を聞いてしまったら俺たちはもう君のことを離すことは出来ない。君の全てを欲してしまうだろう。それを許してくれるなら……どうか、頷いてくれ」

　ふたりの強い視線に射抜かれる。この瞳の前では何も偽れない。考えるよりも前に、こくりと頭が上下に揺れる。

「私は……おふたりの傍にいたいです」

　小さな……しかし確かな声で告げた途端、ヘンリーがサラを強く抱き寄せた。そのまま顔が近づき、唇が重なる。

「ん……っ！」

「ずるいなあ兄さん。サラ、こっちを向いて？」

「あ……、ふぁ、んっ」

　ヘンリーの唇が離れた途端、今度はエドワードに唇を奪われた。閉じている唇の間を舌先でなぞられて、ぞわりと肌が粟立つ。

　視界の端には不機嫌そうに眉を寄せるヘンリーが見えている。けれど、その表情に不思議と恐ろしさよりも妙な可愛さを感じてしまうのは何故だろうか。

「エド、やりすぎだ」

「自分は先にキスしたくせに。このくらいならいいじゃないか。本当はもっと触れたいくらいなんだよ。兄さんだってそうだろう？」

「……」

　返事はないが、抱きしめてくる腕にわずかに力が込められる。戸惑うサラに、エドワードが甘い微笑みを向けた。

「ねえ、サラ。君はどう？　もっと君に触れてもいい？　もっとたくさん――君自身が知らない部分まで、全て」

「え……」

　潜められた声の甘さに、一気に頬が熱くなる。その言葉の意味がまるで分からないほどにはもう子供ではない。どうしたらいいか分からずヘンリーを見ると、珍しく狼狽した様子の彼と視線が合った。

「ヘンリー様も……そうなんですか？」

「……君が嫌がることはしない。だが……、違うと言ったら――嘘になる」

　ヘンリーにしては歯切れの悪い言葉だ。サラは真っ赤な顔を隠すように俯き、小さく頷く。それが、サラにとって今出来る最大限の了承の態度だった。
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　ベッドへ移動する際、室内の照明を暗めに落としてくれたのはふたりの優しさだろう。さすがに煌々と灯る灯りの下で全てを見られるのは恥ずかしすぎる。ベッドは三人が乗っても充分な広さがあった。サラも、この部屋のベッドメイクをしたことは何度もある。そんなベッドの上でこれから自分がされることを想像すると、緊張で既に目眩でも起こしそうだ。

　後ろから支えるようにして抱きしめてくれているヘンリーの鼓動が背中越しに伝わってくる。早く脈打つそれはサラのものと同じで、余計に緊張が増してくる。と、前方から近づいてきたエドワードの手がサラの頬に触れた。ふたりに挟まれるような体勢でいるから、逃げ出すのは難しい。羞恥心から目蓋を伏せたサラの額にエドワードはひとつキスし、それから優しく唇にもキスを落とした。何度かのついばむようなキスの後、今度はゆっくりと舌先が入り込んでくる。この前の性急なものとは違う優しさと余裕を感じさせる口づけはあっという間にサラを翻弄し呼吸を乱れさせた。

「ん、はぁ……っあ、ぅん……っ」

　舌を絡められ、混ざり合った唾液が嚥下しきれず唇の端を濡らす。わざとそうされているのか、角度を変えるたびに淫らな水音が上がって体の熱を煽った。頭の芯がぼうっとして、考えが鈍くなる。

　エドワードのキスを受けている間に、後ろから回されたヘンリーの大きな手のひらがゆっくりとサラの体の線をなぞっていく。布越しに感じる愛撫は心地よく、同時にもどかしくもあった。わき腹や腹部、胸へと手が上っていっても愛撫は優しいままで、心の中で無意識にもっと強い刺激を求め始める。

　サラのそんな欲望を読みとったのか、ヘンリーが愛撫の手を止め、ワンピースの前に付いたボタンを外していく。ひとつひとつ丁寧にボタンをはずされ、大きくはだけさせられたワンピースの合間から胸元が覗く。暗いと思っていた照明も、目が慣れてくると思いの外はっきりと見えるものだ。ベッドサイドの間接照明のせいもあるのだろうが、羞恥から薄赤く染まった肌が仄かな灯りに照らされ、まだ成長途中の柔らかなふたつの膨らみの下に薄い影を落とす。

　キスと愛撫で与えられた刺激のためか、膨らみの先端の突起はぷくりと立ち上がり色づき始めている。まるで触れられるのを待っているかのようなそれに、耳元でこくりと小さく唾液を飲み込む音が聞こえた。

「あれだけで感じ始めちゃったの？　可愛いね、サラ」

　笑み混じりにエドワードにそう呟かれ、ただでさえ熱くなっていた頬が一層熱を増す。サラが羞恥を感じているのを楽しむ様子でエドワードはさらに笑みを深め、ゆっくりと膨らみに触れた。

「あ……っ！」

　柔らかく円を描くように揉まれ、思わず声が出てしまう。もう片方の膨らみの軽く立ち上がった先端を指先でつままれ、びくりと体が跳ねる。他人はおろか自分でさえそんな風に触れたことはない。サラは息を乱し、いやいやをするように軽く首を振る。

「サラ……」

　掠れた声が右耳のすぐ傍で聞こえる。熱い眼差しでサラを見つめながら、ヘンリーがサラの足をゆっくりと撫でていく。手の動きに合わせ長いスカートがたくし上げられ、滑らかな太ももが足の付け根近くまで露わになってしまう。

　普段の仕事着は足首付近まで隠す長さのスカートだし普段着も全て露出の少ないものだから、いつもはこんな風に肌を見せることはない。それなのに今の自分はとても淫らな格好になってしまっていると、サラは泣きたい気分になった。

「だめ……お願いです、やめて。恥ずかしいです……」

「どうして。こんなに美しいのに。……ああ、だめだ。そんな顔をされたら、俺は……」

　足に触れていたヘンリーの右手にわずかに力が入り、柔らかな肌に指が食い込む。空いていた左手でサラの顎を捉えると、ヘンリーは半ば強引に自分の方へサラを上向かせた。

　ヘンリーの目がきらきらと輝いて見えるのは、照明が映り込んでいるからだけではないだろう。見るだけでぞくりと心地良い震えが走り、心拍数が上がる。唇が迫っても抵抗はしなかった。いや、出来なかった。されるがままにヘンリーの唇と舌を受け入れる。同時に与えられる胸と唇からの刺激は、経験のないサラにとってはあまりにも強い。

「んっあ、ふ……んんっ」

　唇の合間から漏れる声は自分でも信じられないほど甘かった。その声に煽られてか、ヘンリーの口づけもエドワードの胸への愛撫も激しさを増していく。

「気持ちよさそうだね。でも、もっと気持ちよくしてあげる」

「んん……っ!?」
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　膨らみを愛撫したまま、エドワードが距離を詰める。そしてサラの左耳のすぐ傍まで来るとぱくりと耳朶を食んだ。耳の輪郭を柔らかく舌でなぞられ、ぞくぞくと背中に震えが走る。

「ん、はぅ……っ。ふぁ、あっ」

　不思議だ。耳などいつもは触っても特に何も感じない場所なのに、今はまるで快楽を感じるためだけに用意された場所のようにさえ思える。こんな所すらも快感を覚えるなんて、自分が知らなかっただけで本当はとても淫らな人間だったのだろうかとサラはぼんやり考える。それとも、されている相手が好きな人だからそうなるだけなのか。だがそんな疑問は快感に流されてすぐに頭から消えてしまう。

　唇が離れると、熱い吐息と共に甘い声がいくつも零れ落ちた。ねだるような嬌声が恥ずかしくて口元を押さえようとしたが、その前にヘンリーに押さえられてしまった。大きな手は簡単にサラの両手首をまとめて背中に回し、拘束してしまう。

「あ……っ！　や、離してくださ……あ、ぁんっ！」

「だめだ。そんなことをしたら君の可愛らしい声が聞こえなくなるだろう」

　くすりと笑われて、恥ずかしさが一層こみ上げる。いつものヘンリーとは違う少し意地悪な口調はまるで知らない人のようで少し怖いのに、何故か体の奥が熱くなった。

　両手を押さえるのとは反対の手で、ヘンリーがサラの太ももの内側をくすぐるように撫でる。エドワードの愛撫とはまた違う手つきにびくっと体が跳ねた。

「滑らかな肌だ。今まで、こんな風に誰かに触れさせたことなどなかっただろうな？　もしもいたら、嫉妬でどうにかなってしまいそうだ」

「ひ、ん……っ。い、いません……そんな人、誰も……っ」

「そうか。なら……ここも？」

　太ももに触れていたヘンリーの手がゆっくりと足の付け根に滑る。下着越しに指で中心をなぞられて、そこがしっとりと湿り気を帯びていることに気付く。指先を軽く上下に動かされるとじんと甘い疼きが走って声が漏れた。

「あっ、やぁん……っ」

「もう濡れている。敏感な体だな」

「や、ん……っ。い、言わないで……恥ずかしい、です……っ」

「兄さん、優しく触ってあげなよ？　初めてなんだから、たくさん気持ちよくしてあげないと」

「言われなくても分かっている。お前のように乱暴な手つきで触ったりしない」

「乱暴？　それは聞き捨てならないなあ。僕はサラが感じる方法でしてあげてるだけだよ。気付かない？　こうして……」

「ひぁ、あんっ！」

　エドワードの指が、つんと勃った乳首を軽くはじく。その刺激はわずかな痛みと共に強い快感をもたらしサラの頭を痺れさせた。

「ほらね？　強く乳首を弄ってあげると、すごく声が甘くなるんだ。ねえサラ、少し痛いのも好きなんだね。他にはどんな愛撫が好きなのかな」

「あ……あぅ……」

　エドワードのきらきらと熱の灯った瞳は、子供のような無邪気さだ。しかしそこに見え隠れする情欲の色は、明らかに大人の男のそれだった。今自分の傍にいるのは、サラのよく知っているふたりではない。不安げに瞳を揺らしたサラの頬に、横からヘンリーが軽く唇を落とす。

「そんなに心配そうな顔をしなくていい。最初に言っただろう、君の嫌がることはしないと。俺たちは絶対に君を傷つけるようなことはしない」

「そうだよ、サラ。僕たちはただ君を気持ちよくしてあげるだけ。ぐずぐずに溶かして、快感しか分からなくなるくらい悦くしてあげる。だから、君は何も心配せずに体を委ねればいいんだ。力を抜いて……」

「あ……」

　ゆっくりと体をベッドに横たえられ、ふたりの手でワンピースを脱がされる。そして最後の砦とも言えた下着も足から引き抜かれて、生まれたままの姿になった。普段は隠されている部分全てがふたりの眼前に晒されているという事実に、サラはぎゅっと目を瞑る。

「私だけこんな……恥ずかしいです」

「おや、それは僕たちにも早く脱いでほしいってことかな。随分大胆なお願いだね」

「だが一理あるな。サラだけを脱がすのは不公平だ」

「え……っ、い、いえ。違います、そういうことじゃ……っ」

　だがサラの否定はそのまま流され、衣擦れの音と共にふたりの体躯が露わになる。均整の取れた体つきは男性らしさの中にどこか艶めかしさがあって、思わず視線を離せないまま見つめてしまう。

「……どうした？　そんなに見つめて」

「あ……っ。い、いえ。その、申し訳ありません」

「ふふ、君にならどんなに見られても歓迎だけどね。それに、これから僕たちも君のことをじっくり見せてもらうからお互い様だよ」

　横たわったサラを挟むように左右にふたりが横たわる。密着した肌は熱く、興奮のためかしっとりと汗ばんでいる。

「さてと、サラはどこが好きなのかじっくり調べてみないと。まず、ここはさっきも随分感じていたよね」

「ふあ……っ」

　乳首を刺激しながら柔らかく乳房を揉まれて声が漏れる。素直なその反応にエドワードが微笑むと、ヘンリーも負けじとサラの肌に指を滑らせる。

「胸よりもこちらの方が感じるんじゃないか。少し触れただけで反応していた。さっきは下着越しだったが……直接触れたらどうなるかな」

「あっ！」

　下腹部の薄い恥毛を分け入り、骨ばった指が敏感な箇所に触れた。先ほど既に潤み始めていたその場所は、直接刺激を与えられるとより水気をはらみ蜜のようにとろりとした透明な雫を溢れさせる。

「すごいな……。まだ入り口に触れただけなのにこんなに溢れてくる。ほら、音が聞こえるだろう？」

　わざと大きく指を動かされて、ぐちゅぐちゅと淫らな水音がそこから響く。強い快感が胸からの刺激と相まって、頭の中が気持ちよさでいっぱいになる。

「はぁっ、あ……っ。や、きもちい……ぃ」

「それはよかった。なら、もっと悦くしてやらないとな」

「え……？」

　ヘンリーが体を起こし、サラの足の方へと移動する。何をするのかと見ていると、突然彼の頭がサラの股に埋められた。咄嗟に腰を引こうとしたが、膝を押さえられて動けない。そして、肌に吐息を感じたのとほぼ同時に秘所に舌の感触を感じて、サラは快感のあまり背中を反らした。

「ふぁ、やぁんっ。だめ、だめですっ。そんなところ、舐めちゃだめぇ……っ！」

　泣き声混じりにそう訴えるが、ヘンリーの舌は止まらない。敏感な部分が痛みを感じないよう絶妙な力加減で刺激を与えてくる。これまで感じたことのない快感に自然と腰が動き艶やかな声をいくつも上げていると、頬に触れたエドワードの手が突然ぐいとサラの顔を横に向けた。わななく唇を吐息ごと奪い尽くすように激しく貪られる。それと同時に乳首をきゅっと強くつままれて、走った痛みに眉が寄った。

「んぁ……っ。痛……っ！」

「僕のことを忘れてない？　兄さんとばかり愉しんでないで、僕の愛撫でも気持ちよくなってほしいな」

「あ……はぅ……っ」

　力を強められたのは一瞬で、その後は慈しむように優しく指先で撫でられる。加えて唇から首筋、鎖骨、そして柔らかな胸へとキスをしながら移動した唇が、薄赤く可憐に色づいた胸の先端をぱくりと口内へ含んだ。キャンディを舐めるのにも似た舌使いで舐られて、また新たな快感にサラは意識を失いそうになる。下腹部から響く刺激もあり、あまりにも快感が強すぎる。

「あっあぁ、あんっ！　だめ、変になっちゃいます……っ」

　声が溢れて止まらない。体内の熱はひどく煽られ、体の奥――ヘンリーの舌に触れられている場所の奥がきゅんと疼く。その疼きは治まるどころかどんどん強くなり、サラは何かが自分の中で膨らんでいくのを感じた。

　水音が大きくなるのに合わせて、零れる喘ぎも短く切羽詰まったものになる。その反応に何かを察したのか、ふたりの愛撫が一層濃厚なものになった。

「あっあんっ、だめっ！　何かきちゃう、から……もう、やめてぇ……っ」

「大丈夫、怖くないよ。大丈夫だから、そのままイってごらん」

「何度だってイかせてやる。だから、我慢しなくていい」

「だめ、だ、め……っあ、ああっ！」

　ヘンリーが尖らせた舌を柔らかな箇所に差し込んだのが最後の一押しだった。疼いている場所はもっと奥だが、それでもようやく与えられた望む部分への刺激にあっさりと達してしまう。ぐったりと体をベッドに沈ませたサラに、しかしふたりの愛撫は止まらない。ヘンリーは溢れた蜜液を舐め取ると、先ほど舌先を突き入れた部分に今度は指を押し当てる。柔らかくほぐれたそこはあまり抵抗なく指を受け入れ、太い指が一本ゆっくりと根本まで埋まった。

「あぁ、ん……っ」

　当然異物感はあるが、痛みはあまりない。サラの表情が苦しげでないのを確認して、指が軽く動き狭い内部を刺激する。そんなところに触れたことはサラ自身ですら経験はなくて、不安から恐る恐るヘンリーの名前を呼ぶと優しげな微笑みが返ってきた。

「大丈夫だ。まだ君は知らないかもしれないが、女性の体には体の内側にも快感を覚える部分がある。君の好きな場所はどこだろうな」

　探るように指を動かされ、びくっと体が震える。体の外とは違いあまりにも無防備な内側は刺激にもより敏感だ。体から力が抜けたタイミングで指を二本に増やされ、バラバラに動く指で一際サラが反応を示す部分を重点的に刺激されて一度は治まったはずの体の熱が再び煽られる。

「サラ、どこか触れてほしい場所があれば言ってくれ。君の悦い場所を知りたい」

「あ、ん……っ。そ、れは……」

　言ってもいいのだろうか。指での刺激ももちろん気持ちよくはあったのだが、正直疼いているのはもっと奥の深い部分で、指ではそこには届かず少しだけ物足りないと言えば物足りなかった。しかしこんなことを言ったらあまりにも慎みがないと思われてしまうのではないか。迷って瞳を揺らせたサラに、ヘンリーが柔らかく笑う。

「あるんだな？」

「は、い……。でも、その……」

　一旦言葉を切り、こくりと息を飲む。男女がどうやって繋がるのかの方法を知らないわけではない。だから、これから自分が口にすることがどんな意味を持つかも分かっていた。数秒逡巡した後、再びゆっくりと口を開く。

「指では……届かない場所なんです。だから、ヘンリー様……」

　さすがに最後まで口に出すことは出来なかった。顔を真っ赤にして瞳を伏せたサラに、ふたりの目が見開かれる。次いで、ヘンリーの顔が嬉しげにほころびエドワードの顔には不満げな色が乗った。

「サラ、僕にお願いしてくれればいいのに」

「聞いただろう、エド。サラは俺に頼んだんだ。頼まれた以上、俺がさせてもらう」

「弟に譲ろうって気持ちはないの？」

「ないな。第一、もしお前が反対の立場だったら譲っていたか？」

「……」

　沈黙は何よりも雄弁な答えだった。数秒無言で睨み合っていたふたりは、やがてエドワードのため息で緊張を解く。

「仕方ないな、分かったよ。でもサラ、次は僕を受け入れてね。兄さんとだけなんて、絶対にだめだよ」

「は、い……」

「サラ。優しくするつもりだが、もしも痛みがあったらすぐに言ってくれ」

「……分かりました」

　小さく頷き、そのときが来るのを待つ。やがて腰を抱えられ、指の代わりに押し当てられたものの大きさに思わず息を飲んだ。指とはまるで違う、熱く堅いもの。はたしてこれが本当に自分の中に入るのかと思わず不安になったが、力強く昂ぶったヘンリーのそれはサラの体を確実に分け入ってくる。

「あ、あ……っ。入って……」

　痛みがないよう時間をかけて腰を進められ、くさびが徐々にサラの中へ打ち込まれる。やがてそれが根本まで埋まって狭い内部を満たしたとき、体の奥で疼いていた箇所にも刺激が届いてサラは満足げな声を上げた。

「サラは奥がいちばん感じるのか。それなら……こうはどうだ？」

「あぁっ！　は……いい、です。きもち、いい……っ」

　堅い先端で奥を刺激され、その快感に首がのけぞって甘い吐息が漏れた。喘ぐサラに横で見ていたエドワードが口づけようとするのをヘンリーは目敏く見咎め、鋭く制す。

「お前の番はまだだ。おとなしく待っていろ」

「ひどいな。兄さんも独占欲が強い方だと思っていたけど、思った以上だよ。それじゃあ、僕はふたりが終わるまでこのまま何もするなってこと？」

「今は俺とサラの時間だ。邪魔されたくない」

「……分かったよ。じゃあ、見ているだけなら構わないよね？」

「……好きにしろ」

　短い会話が終わり、一旦止まっていた抽挿が再開される。すぐ横からエドワードの熱い視線を感じてサラは羞恥に全身を赤く染めたが、不思議と快感も強くなった。見られることで興奮してしまうなんて、自分は思った以上に淫らなのかもしれない。

「やんっ、あ、ああっ！　ヘンリーさまぁ……っ」

　縋る場所が欲しくて、ヘンリーの肩に腕を伸ばす。近くなった距離で自然と唇が合わさり、舌が絡んだ。濃厚なキスを交わしながら、内壁をこする昂りの動きに意識を集中させる。段々と激しくなる動きに合わせて、肌のぶつかる音と共に水音が室内に響いた。その音が大きくなればなるほどサラの快感も高みへ押し上げられていく。頭の中は快楽に満たされ、いつもの慎みも忘れて本能のままに声を上げて艶めかしく腰を動かす。――そしてやがて。

「あっ、あ……っ！　はぁっ、ん！　あ、だめ、ヘンリー様っ、もう……っ！」

　二度目の強い快感が全身を駆け抜けて、体の内部がきゅんと締まる。するとヘンリーは切なげに眉を歪ませ息を呑んだ。

「っく……！」

　短い呻きと同時に、サラの体内に熱い奔流が吐き出される。どくどくと勢いよく注がれるそれはなかなか終わることなく狭い中を満たしていく。奥まで届かせるように何度か腰を押しつけられ、果てた熱がゆっくりと中から抜かれると、愛液と混ざり合った白濁が少し中から漏れて肌を伝った。

「わあ。溢れるくらい出すなんて、兄さんよっぽど気持ちよかったんだね」

「……うるさい。観察するな」

「いいじゃないか。兄さんが僕に何もさせてくれなかったから見てるしかすることがなかったんだよ。サラはどうだった？　痛くなかった？」

「はぁ……は、い。痛く……なかった、です」

　荒い息を整えながらどうにかそう言うと、ヘンリーはほっとした様子で表情を緩めた。途中でつい自分の欲望のままにサラを貪ってしまったことを気にしていたらしい。微笑みキスを落とそうとしたところで、エドワードの手が一足先にサラの唇を隠した。

「だめだよ兄さん、次は僕の番。そうだよね？　サラ」

「は……はい」

　ふたりのことを好きだからどちらかを選ぶことなど出来ないと言ったのは、他ならぬ自分だ。ヘンリーを受け入れておいてエドワードはだめだと言うのは話が合わない。顔を赤らめながら頷いたサラにヘンリーは少しつまらなそうな顔をし、エドワードは満足そうに微笑んだ。くたりと力の入らないサラの体を優しく支え、抱き起こす。そしてあぐらをかいて座ると、サラを自分の膝の上に向かい合うように乗せた。

「エ……エドワード様。この体勢……恥ずかしいです」

「そう？　僕は君の綺麗な体が全部見えて嬉しいけど。……それはそうと、ねえサラ。僕、君からご褒美が欲しいな」

「ご、ご褒美……ですか？」

「そう。兄さんとシているとき、ちゃんと手出しせずに待っていたでしょ？　だから、その分のご褒美。くれる？」

「ど……どんなことでしょうか」

　ご褒美という言葉の響きがなんだか怖くて、思わず腰が引ける。だがエドワードはしっかりとサラの腰に手を回し逃げられないようにしてしまっている。

「さっき兄さんのを挿れたから、入り口はまだ柔らかいよね。だから、今度は君に自分で僕のを挿れてほしいな」

「え……っ!?」

　思わず視線を真下に向ける。ふたりの体の間には、天を向いてそそり立つ堅く猛った熱がある。先端から透明な液体を滴らせいつでも来いとばかりに勃ち上がったそれを、自分で中に受け入れろと言うのだろうか。

「そ、そんな。無理です……っ！」

「無理じゃないよ。僕も手伝ってあげる。だから、ね？」

「で、でも……っ！」

「サラ、お願い。そうしたら、もっとたくさん君を悦くしてあげられる」

「あ……っ」

　背中から腰にかけてのラインを指でそっとなぞられて、甘い感覚に肌が粟立つ。情欲に濡れた眼差しで微笑みかけられると、それ以上嫌とは言えなかった。

（自分で……っていうことは。この上……に腰を乗せるっていうこと……？）

　先ほどヘンリーを受け入れたのが初めての体験だというのに、二回目でこんな特殊なことをするとは想像していなかった。それとも、もしかしたらサラが知らないだけでこんなことは当たり前のことなのだろうか。

（でも、エドワード様にも気持ちよくなっていただきたいし、それに……）

　それに、認めづらいことではあるが、先ほどのような快感をまた味わえるのかと思うと期待が体の奥を疼かせた。前後両方からの視線を感じながらサラは唾液を飲み込み、意を決したように腰を上げる。そして恐る恐る腰を沈めると、堅く昂ぶった熱がゆっくりと狭い内部を分け入ってきた。先ほどの体勢とは違うためか当たる場所も違って、背中にぞくぞくと震えが走る。

「ふぁ……っ、あ、あぁ……っ！」

　中に吐き出された白濁が潤滑剤のように滑って、抵抗なく昂りを受け入れる。甘い声を零しながら腰を下ろしきると、また奥までみっちりと熱に満たされた。

「ん……っ。はは、すごいな……。兄さん、最初に挿れたときよく我慢できたね。こんなに気持ちいいんじゃ、すぐにイきそうになる」

　エドワードはそう言って小さく笑った後、サラの腰を押さえた。そして最初からやや速い動きでサラの体を上下に揺らし腰を動かしてくる。長さや太さの違いのためか、ヘンリーのものとはまた違う感覚だ。どちらの方が気持ちいいと言うことはなく、強いて言うならどちらもたまらないほど気持ちがいい。熱の抽挿のたびにエドワードの目の前で白い乳房が揺れ、腰の動きを止めないまま熱い舌がそれに触れる。ちゅう、と音を立てながら吸われると甘い刺激が腰まで走った。

「や、あぁんっ！」

「ふふ、気持ちいい？　そんな顔されたら、もっと気持ちよくしてあげたくなっちゃうな。ねえ、兄さんも手伝ってよ」

　エドワードは視線をサラから逸らさないままヘンリーを呼ぶ。先ほど自分は手出しを禁じていた手前ふたりの睦み合う様を不機嫌そうに見ていたヘンリーは、呼びかけに意外そうに片眉を上げる。

「俺も一緒にしていいのか？」

「一緒にってわけじゃないよ。兄さんにはサラがもっと気持ちよくなれるように道具になってほしいだけ。ここを触ってあげてよ。挿れられながらここを弄ってあげたらもっと悦んでくれるだろうから」

「ひっ、あぁっ！」

　ここ、とエドワードが触れた部分は繋がっている箇所のすぐ上にある小さな突起だった。指で軽く撫でられただけでびりりと刺激が走る。

「道具……。まあそれは構わないが、他の男も交えてやるなんて、俺とは趣味が違うな」

「別にそういうわけじゃないよ。ただ、サラの中は僕が今全部独占してるし。それに――こうやって僕に挿れられて悦ぶサラの姿を間近で兄さんに見せつけられるのは気分がいいかなって」

「……自分の弟がそんな歪んだ性癖をしてるとは知らなかったぞ」

　ため息をつきながらも、ヘンリーの手がサラの背後から秘所に伸びる。そしてエドワードの腰の突き上げに合わせるようにヘンリーに敏感な突起を弄られて、サラの視界が一瞬明滅する。胸への愛撫と蜜壺への抽挿だけでもいっぱいいっぱいだったのに、そんな刺激まで追加されるなんて。あまりの気持ちよさに自然と腰が動き、エドワードに動かされなくても自ら昂りを扱き上げてしまう。

「はっ、あ、あっ、あんっ。あっ、ああっ！」

「んっ、あ……っ！　はぁっ、サラ……っ。いいよ、すごく上手だ……っ」

　両方の胸に顔を埋めて愛撫しながら、掠れた声でエドワードが恍惚の声を上げる。サラの耳元に聞こえるヘンリーの息づかいも荒く、密着した背中にはまた熱い昂りの感触を感じた。

（ヘンリー様の、また大きくなってる……。エドワード様のも、私の中でどんどん大きくなって……っ）

　ふたりの欲望を全身で感じ、サラは熱い息を吐く。自分がふたりを昂ぶらせているのだという事実は気恥ずかしくもあり、同時に嬉しくもあった。

「は、ぁ……っ。好き、です。エドワード様も、ヘンリー様も、すごく好き……ぃ、あっ！」

　思わず口にした言葉に、ふたりが素早く反応する。エドワードは激しくサラの唇を奪い、ヘンリーはサラのうなじに顔を埋め白い肌にちくりと所有の痕を残した。

「僕も好きだよ。君を愛してる……っ」

「サラ、君は俺たちのものだ。全て、誰にも渡すものか……っ！」

　最後の理性が外れたように全ての愛撫が強まり、サラの体を一気に絶頂へ押し上げる。そして体の奥でエドワードの熱が吐き出され、サラも高い声を上げて達するのと同時に目の前が白くなった。心地良い絶頂の余韻に浸りながら、サラは昂りを飲み込んだままゆっくりと意識を手放した。






　――目が覚めると、室内はまだ暗く朝を迎えてはいなかった。見覚えのある自室ではないことを一瞬不思議に思ったが、その場所がどこであるかとそこで何があったかを思い出して顔が赤くなる。と、両方の手に温もりを感じて視線を向けると、自分を挟むようにして左右から伸びた手がサラの両手をそれぞれ握っていた。

（ヘンリー様と、エドワード様……）

　そっと左右を見れば、眠るふたりの顔が見えた。目を瞑り寝息を立てるふたりは、先ほどまでとは違いなんだか子供のような幼さがあった。

（私、おふたりと……。うう、大変なことをしてしまったわ）

　主人である相手と、しかもふたりともとそんな関係を持ってしまったなんてどう考えても良いことではない。その上、体の奥深くにはふたり分の熱い雫が注がれている。もしものことを考えれば拒まなければいけなかったのだろうが、快感に溺れてしまっていてそのことは気付きもしていなかった。改めて、取り返しのつかないことをしてしまったという気持ちがひたひたと押し寄せてくる。体を重ねたことに後悔はないが、大切なふたりの未来に自分が影を差してしまったのではないかという不安はあった。

　それでも握られた手をふりほどくことは出来なくて、サラは小さくため息をつきぎゅっと手を握り返す。この手の温もりは、幼い頃にふたりが繋いでくれた手の温かさそのままだ。この手を取り続けることは許されないことかもしれないけれど、叶うならば罰を受ける日まではどちらの手も離さずにいたい。

　自分の浅ましさに胸が痛む。しかし繋がれた手の温もりは心地よくて、両側から聞こえてくる寝息に合わせるようにサラもそっと目蓋を伏せた。
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